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xv

はじめに

このマニュアルでは、SPARC Enterprise Mx000 サーバーでの Sun Management 
Center 3.6.1 Version 2 ソフトウェアのインストール、構成、および使用の方法につい
て説明します。このマニュアルは、経験豊富なシステム管理者を対象としています。

お読みになる前に
このマニュアル内の情報を最大限に活用するには、次のマニュアルの内容に関する知
識が必要です。

■ Sun Management Center インストールと構成ガイド 
■ Sun Management Center ユーザーガイド 
■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Administration Guide 
■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 User's Guide 

マニュアルの構成
第 1 章では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用 Sun Management Center ア
ドオンソフトウェアの概要を示します。

第 2 章では、このアドオンソフトウェアをインストール、セットアップ、および構成
する手順を示します。Sun SPARC® Enterprise Mx000 サーバーのアドオンソフト
ウェアに固有の setsunmc と showsunmc のマニュアルページが参考のために含ま
れます。

第 3 章では、プラットフォーム管理について説明しています。一般的なアクティブ管
理作業と、プラットフォーム管理モジュールの表の説明が含まれます。
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第 4 章では、ドメイン管理について説明しています。ドメイン管理モジュールの表の
説明が含まれます。

第 5 章では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバードメインから、Sun 
Management Center コンソールとドメイン動的再構成モジュールを使用して、動的
再構成 (DR) の操作を行う方法について説明しています。

第 6 章では、SPARC Enterprise Mx000 サーバーに固有の Sun Management Center 
アドオンソフトウェアのアラーム規則の概要を示します。

UNIX コマンド
このマニュアルには、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など
に使用する基本的な UNIX® コマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能
性があります。これらについては、以下を参照してください。

■ 使用しているシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル

http://docs.sun.com

シェルプロンプトについて

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine_name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #
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書体と記号について

このマニュアルで使用する操作例につい
て
このマニュアルで示す手順や操作の多くは、複数の方法で行うことができます。簡潔
にするため、もっとも簡単または迅速な操作方法を 1 つだけ紹介します。

たとえば、メインコンソールウィンドウから Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー
の詳細表示を開く方法は 4 つあります。

■ 階層表示 (ウィンドウの左側) で Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのアイコ
ンをクリックし、最上部のバーの「ツール」メニューをクリックし、「詳細」を
選択する 

■ トポロジ表示 (ウィンドウ内の右側の表示) で前述と同じ操作を行う 

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の
名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’
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■ 階層表示内の Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのアイコンをダブルクリック
する

■ トポロジ表示内の Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのアイコンをダブルク
リックする 

同様に、アイコンを開く (または閉じる) 方法も複数あります。次の方法がありま
す。

■ 「すべて開く」ボタンをクリックする (ウィンドウによっては、このボタンがない
こともあります) 

■ アイコンの横の開く記号をクリックする 
■ 階層またはトポロジ表示内のアイコンをダブルクリックする 

関連マニュアル

用途分類 タイトル

最新情報 Sun Management Center アドオンソフトウェアリリースノート: 
Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバー

Sun SPARC Enterprise Mx000 Servers Product Notes 

Sun Management Center ご使用にあたって

インストール Sun Management Center インストールと構成ガイド

Sun Management 
Center ソフトウェア
の使用方法 

Sun Management Center ユーザーガイド 

Sun SPARC 
Enterprise 
M4000/M5000/
M8000/M9000 サー
バーの使用と管理の方
法

Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Servers 
Administration Guide 
Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Servers 
User's Guide 
Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Servers 
XSCF Reference Manual 
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する Sun 以外の Web サイトが使用可能かどうかについては、
Sun は責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sun は保証し
ておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、またはこ
れらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへの依存に
関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun は一切の
責任を負いません。

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュアル、
Part No. 820-1934-10

Sun の機能 URL

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/

サポート http://jp.sun.com/support/

トレーニング http://jp.sun.com/training/
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第 1 章

概要

この章では、Sun™ Management Center ソフトウェアを使用した Sun SPARC® 
Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 サーバーのプラットフォーム管理とドメイ
ン管理の概要を示します。

Sun Management Center アドオンソフ
トウェアについて 
Sun Management Center ソフトウェアは、オープンで拡張可能なシステムの監視、
管理アプリケーションです。Java™ ソフトウェアプロトコルと SNMP (Simple 
Network Management Protocol) を使用しているため Sun 製品とそのサブシステム、
コンポーネント、および周辺機器をエンタープライズ規模で包括的に管理できます。

『Sun Management Center ユーザーガイド』には、Sun Management Center アーキ
テクチャーの定義、説明、および図があります。コンソール、サーバー、エージェン
ト、ドメイン、およびモジュールの相互作用については、このマニュアルを参照して
ください。

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用アドオンソフトウェアでは、Sun SPARC 
Enterprise Mx000 サーバーに使用できるように、Sun Management Center のコアソ
フトウェアが変更されます。

Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェアでは、次のシステムの
サポートが追加されました。

■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000 サーバー (ミッドレンジサーバー) 
■ Sun SPARC Enterprise M8000/M9000 サーバー (ハイエンドサーバー) 

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用のこのアドオンソフトウェアには、次の機
能があります。

■ ハードウェア監視 
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■ 電源管理 
■ ドメイン管理 
■ 動的再構成 (DR) 
■ FRU 交換 (システムボード) 

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーは、ハードウェアドメインに分割され、各ド
メインでオペレーティングシステムの個別のインスタンスが実行されます。ハード
ウェアリソースの機能と数によって、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーでは最
大 24 個のドメインをサポートできます。最小は 1 ドメインです。Sun SPARC 
Enterprise Mx000 サーバーではドメインが使用されるため、アドオンソフトウェアに
は次の 2 つの操作モードがあります (図 1-1)。

■ ドメイン管理者は、次の 2 通りの方法で Solaris オペレーティングシステムのドメ
イン表示にアクセスできます。

■ Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサ上で動作するプ
ラットフォームエージェントから

■ Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン上で動作するエージェントか
ら

■ プラットフォーム管理者は、サービスプロセッサコンソールから、Sun 
Management Center プラットフォームエージェントを介してプラットフォーム表
示にアクセスできます。
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図 1-1 プラットフォームとドメインの管理表示 

アドオンソフトウェアをホストマシン (ワークステーションまたはサーバー) にイン
ストールすると、そのホストマシン上で Sun Management Center ソフトウェアを実
行することによって、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサ
にアクセスできます (図 1-2 を参照)。

 0  1  2  3

Solaris

SNMP

Solaris Solaris Solaris

(
)

XSCF

 (
)
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図 1-2 プラットフォームエージェントを使用した SPARC Enterprise Server のサービ
スプロセッサへのアクセス 

プラットフォームとハードウェアドメイ
ンの区別 
プラットフォームとハードウェアドメインの「詳細」ウィンドウは、初期の表示がよ
く似ています。デフォルトでは、どちらのウィンドウにも「モジュールブラウザ」タ
ブが開きます。

▼ プラットフォームの「詳細」ウィンドウを区別す
る

● プラットフォームの「詳細」ウィンドウには、プラットフォームのアイコンと次の 5 
つのタブがあります。

■ 情報 
■ モジュールブラウザ
■ アラーム
■ モジュールマネージャー
■ ハードウェア 

Sun Management
Center 

SPARC Enterprise Mx000 
 1

Sun Management Center 

SPARC Enterprise Mx000 
 2

Sun Management Center 

SPARC Enterprise Mx000 
 3

Sun Management Center 
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▼ ハードウェアドメインの「詳細」ウィンドウを区
別する

● ハードウェアドメインの「詳細」ウィンドウには、ハードウェアドメインのアイコン
と次の 6 つのタブがあります。

追加のタブは「アプリケーション」タブです。

■ 情報
■ モジュールブラウザ
■ アラーム
■ モジュールマネージャー
■ アプリケーション 
■ ハードウェア

参考: このマニュアルで使用している用
語

注 – このマニュアルでは、「管理ドメイン」とは、Sun Management Center の管理
ドメインを指します。Sun のほかの製品やマニュアルでの用語「ドメイン」の用法と
混同しないように注意してください。

管理ドメイン - 管理ドメインは、1 つ以上のホストシステムから構成されます。

動的再構成 - Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用のアドオンソフトウェアに
は、動的再構成の操作を容易にするグラフィカルユーザーインタフェースがありま
す。Solaris オペレーティングシステムでは、動的再構成機能によって、オペレー
ティングシステムの動作中にコンパクト PCI 入出力カードをシステムから安全に取
り外すことができます。サービスプロセッサでは、動的再構成によって、システムリ
ソースを再構成し、システムボードを安全に交換できます。

プラットフォーム - 完全なサーバーシステムを指す用語です。このマニュアルで説明
している Sun SPARC Enterprise M5000 サーバーはプラットフォームの一例です。

ドメインまたはハードウェアドメイン - Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバープ
ラットフォーム内で、ドメインは、パーティション内の論理的に独立したシステムリ

ソースの集合から構成されます。各ドメインでは、オペレーティングシステムの個別のコ

ピーが実行されます。管理ドメインは、複数のハードウェアドメインやプラットフォーム

全体から構成されるのに対して、このタイプのドメインは、システムボードやそのほかの

デバイスから構成されます。わかりやすいように、このタイプのドメインは、このマニュ

アルではハードウェアドメインと呼びます。
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参考: モジュール
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのハードウェア構成情報の表示、プロセス監
視、および管理操作には、表 1-1 に示すモジュールを使用します。

表 1-1 Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのモジュール

エージェントモジュール 説明

プラットフォーム管理モジュー
ル SPARC Enterprise Mx000

プラットフォーム管理モジュール。Sun SPARC 
Enterprise Mx000 サーバーの監視とアクティブ管理が可
能です。サービスプロセッサにあります。

ドメイン構成リーダー SPARC 
Enterprise Mx000

ドメイン管理モジュール。Sun SPARC Enterprise Mx000 
サーバーのドメインを監視できます。

ドメイン DR SPARC Enterprise 
Mx000

ドメイン動的再構成 (DR) モジュール。管理者が、1 ドメ
インずつボードの動的再構成を行うことができます。
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第 2 章

インストールとセットアップ

この章では、Sun Management Center のウィザードを使用して、Sun SPARC 
Enterprise Mx000 サーバー用 Sun Management Center ソフトウェアをインストー
ル、セットアップ、アンインストール、再インストール、および再構成する方法につ
いて説明します。この章は、次の節から構成されます。

一般情報: 

■ 8 ページの「アドオンソフトウェアのインストールについて」
■ 9 ページの「要件について」
■ 9 ページの「ネットワークポートの構成について」
■ 10 ページの「検出マネージャーの使用について」
■ 10 ページの「インストールとセットアップの手順について」

操作手順: 

■ 12 ページの「インストール作業の概要」
■ 12 ページの「Sun Management Center コアソフトウェアのインストール」
■ 13 ページの「Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用の新しい Sun 

Management Center アドオンソフトウェアのインストールとセットアップ」
■ 14 ページの「ホストとインストールするレイヤー」
■ 16 ページの「Sun Management Center インストールウィザードを使用したアドオ

ンソフトウェアのインストール」
■ 17 ページの「Sun Management Center セットアップウィザードを使用したアドオ

ンソフトウェアのセットアップ」
■ 19 ページの「セキュリティーアクセスのセットアップ」
■ 21 ページの「CLI による Sun Management Center ソフトウェアの起動」
■ 23 ページの「CLI による Sun Management Center ソフトウェアの停止と終了」
■ 25 ページの「セットアップパラメータの再構成」
■ 28 ページの「CLI によるソフトウェアのアンインストール」

参考:  

■ 32 ページの「参考: インストールとセットアップのログファイル」
■ 32 ページの「参考: setsunmc と showsunmc のマニュアルページ」
■ 38 ページの「参考: SPARC Enterprise サーバー用アドオンソフトウェアに固有の

パッケージ」
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■ 39 ページの「参考: ネットワークポートの構成」
■ 40 ページの「参考: アクセス権用管理グループ」

コマンド行インタフェース (CLI) で es-inst コマンドと es-setup コマンドを使用
してソフトウェアをインストールおよびセットアップすることもできます。インス
トールに CLI を使用する方法については、『Sun Management Center インストール
と構成ガイド』を参照してください。

アドオンソフトウェアのインストールに
ついて 
Sun Management Center ソフトウェアは、次の 3 通りの形式で提供されています。

■ Sun Management Center のインフラストラクチャーと基本サポートを提供するコ
アパッケージ

■ 特定のハードウェアプラットフォーム用のサポートを提供するアドオンコンポー
ネント

■ 追加機能を提供する別ライセンスのアドオン製品

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサポートには、Sun Management Center の
コアパッケージと Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用のアドオンソフトウェア
が必要です。Sun Management Center ソフトウェアのインストール、セットアッ
プ、起動、および停止については、『Sun Management Center インストールと構成
ガイド』を参照してください。この章では、特に Sun SPARC Enterprise Mx000 サー
バーに関連する作業について説明します。

Sun Management Center ソフトウェアと、特定のハードウェアプラットフォーム用
アドオンソフトウェアは、通常は次の 3 箇所にインストールする必要があります。

■ Sun Management Center サーバーホスト 
■ Sun Management Center コンソールホスト
■ 監視対象のハードウェアプラットフォーム、この場合は Sun SPARC Enterprise 

Mx000 サーバー 

注 – Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサには、Sun 
Management Center ソフトウェアとプラットフォーム固有のアドオンソフトウェア
がプリインストールされています。したがって、ソフトウェアは、サーバー、コン
ソール、および SPARC Enterprise Mx000 ドメインホストだけにインストールしま
す。
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注意 – Sun Management Center ソフトウェアに付属しているインストールおよび
セットアップスクリプトを使用してください。パッケージを手動で追加したり、構成
ファイルを手動で変更したりしないでください。

Sun Management Center のスクリプトやウィザードのパネルで表示されるメッセー
ジの内容および順番が、この章で示す例と異なることがあります。この章で示す例
は、実際に表示されるメッセージのおおよその内容と順番を示すためのものです。実
際のインストールスクリプトとセットアップスクリプトは、インストールするアドオ
ンコンポーネントやそのほかの選択オプションによって異なります。

要件について 
Sun Management Center の一般的な前提条件については、『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

このアドオンソフトウェアの最新リリースの最低限の要件については、最新リリース
の『Sun Management Center アドオンソフトウェアリリースノート』を参照してく
ださい。

ネットワークポートの構成について 
デフォルトのポート構成が、システムですでに実行中のソフトウェアと衝突する場合
があります。Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメインに旧リリースのエー
ジェントがあると、ポート 161 の衝突が発生します。衝突を防ぐには、Sun 
Management Center ソフトウェアのセットアップ処理中に別のネットワークポート
を指定します。ポートの衝突の解決については、『Sun Management Center インス
トールと構成ガイド』を参照してください。

Sun Management Center のエージェントレイヤーソフトウェアでは、トポロジオブ
ジェクトの作成とアクセスにデフォルトでポート 161 が使用されます。別のポートを
使用するようにエージェントを構成した場合は、トポロジオブジェクトの作成時また
は検出時にそのポートを指定する必要があります。Sun Management Center のネッ
トワーク構成と管理を簡素化し、Sun Management Center エージェントの検出効率
を高めるには、別のポート番号を選択し、デフォルトのポート構成を使用できないす
べてのエージェントインストールにその番号を使用します。

デフォルトのネットワークポート構成については、32 ページの「参考: setsunmc と 
showsunmc のマニュアルページ」と 39 ページの「参考: ネットワークポートの構
成」を参照してください。
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サービスプロセッサのフェイルオーバー
について
アドオンソフトウェアで、ハイエンドサーバーのサービスプロセッサのフェイルオー
バーをサポートするには、アクティブなサービスプロセッサのテイクオーバー IP ア
ドレス (lan#0 など) を設定する必要があります。詳細は、XSCF コマンド 
setnetwork(8) と setroute(8) のマニュアルページを参照してください。

検出マネージャーの使用について 
検出マネージャーを使用して、管理ドメインを自動的に生成できます。詳細は、
『Sun Management Center ユーザーガイド』の「検出マネージャーによるトポロジ
データベースへのオブジェクトの追加」の章を参照してください。

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバードメインの検出オブジェクト要求を定義し、
開始するときに、「設定の変更」タブの「SNMP」セクションで、SNMP のデフォル
トのコミュニティー文字列を oplsunmc に変更する必要があります。手順について
は、『Sun Management Center ユーザーガイド』の「検出オブジェクト要求の設定
を変更する」を参照してください。

ドメインでソフトウェアをセットアップするときには、SNMPv1 コミュニティー文
字列を oplsunmc に設定する必要があります。詳細は、17 ページの「Sun 
Management Center セットアップウィザードを使用したアドオンソフトウェアの
セットアップ」を参照してください。

インストールとセットアップの手順につ
いて
Sun Management Center ソフトウェアは、複数の方法でインストール、セットアッ
プ、アンインストール、および更新できます。ユーザーのアクセス権も設定する必要
があります。表 2-1 に、それぞれの方法と、このマニュアルと『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』内の参照先を示します。
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表 2-1 インストール、セットアップ、アンインストール、および更新の手順

作業 参照先

Sun Management Center 
インストールウィザードを
使用したソフトウェアのイ
ンストール

コアソフトウェアの場合:『Sun Management Center インストールと構成ガイ
ド』

このアドオンソフトウェアの場合: 16 ページの「Sun Management Center インス
トールウィザードを使用したアドオンソフトウェアのインストール」 

Sun Management Center 
セットアップウィザードを
使用したソフトウェアの
セットアップ

コアソフトウェアの場合:『Sun Management Center インストールと構成ガイ
ド』

このアドオンソフトウェアの場合: 17 ページの「Sun Management Center セット
アップウィザードを使用したアドオンソフトウェアのセットアップ」

セキュリティーアクセスの
セットアップ 

コアソフトウェアの場合:『Sun Management Center ユーザーガイド』

このアドオンソフトウェアの場合: 19 ページの「セキュリティーアクセスのセッ
トアップ」

ウィザードを使用したソフ
トウェアの起動

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の第 8 章の「es-
guistart によるコンポーネントの起動」

ウィザードを使用したソフ
トウェアの停止

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の第 8 章の「es-
guistop によるコンポーネントの停止」

ウィザードを使用したソフ
トウェアのアンインストー
ル

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の付録 A

CLI を使用したコアソフト
ウェアとアドオンソフト
ウェアのインストール

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の付録 B

CLI を使用したアドオンソ
フトウェアのセットアップ

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の付録 B

CLI を使用したソフトウェ
アのアンインストール

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の付録 B
このアドオンソフトウェアの場合: 28 ページの「CLI によるソフトウェアのアン
インストール」

CLI を使用したソフトウェ
アの起動

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の第 8 章の「es-start 
によるコンポーネントの起動」

このアドオンソフトウェアの場合: 21 ページの「CLI による Sun Management 
Center ソフトウェアの起動」

CLI を使用したソフトウェ
アの停止

『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の第 8 章の「es-stop 
によるコンポーネントの停止」

このアドオンソフトウェアの場合: 23 ページの「CLI による Sun Management 
Center ソフトウェアの停止と終了」
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インストール作業の概要
図 2-1 に、Sun Management のサーバー、コンソール、およびサーバードメインソフ
トウェアのインストール作業の概要を示します。ソフトウェアはサービスプロセッサ
にはプリインストールされています。

図 2-1 Sun Management Center のサーバー、コンソール、およびサーバードメイン
のインストール作業のフロー

Sun Management Center コアソフト
ウェアのインストール
Sun Management Center 3.6.1 のコアソフトウェアをインストールしていない場合
は、アドオンソフトウェアの Version 2 をインストールする前にインストールする必
要があります。

3.6.1 
 Version 2 

Sun Management Center
3.6.1 

SPARC Enterprise
Mx000 

3.6.1 Version 2

3.6.1 
Sun Management Center

3.6.1 
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注 – Sun Management Center 3.6.1 のコアソフトウェアのインストール時には、Sun 
Management Center ソフトウェアの旧リリースはアンインストールされます。旧リ
リースからのアップグレードについては、『Sun Management Center インストール
と構成ガイド』を参照してください。

▼ Sun Management Center 3.6.1 のコアソフト
ウェアをインストールする

● コアソフトウェアのインストール手順については、『Sun Management Center イン
ストールと構成ガイド』を参照してください。

Sun Management Center ソフトウェアの旧リリースをアップグレードする場合は、
インストールしているアドオンソフトウェアも含め、現在インストールされているリ
リースからソフトウェアを更新する方法を参照してください。

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー
用の新しい Sun Management Center ア
ドオンソフトウェアのインストールと
セットアップ
この節では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用アドオンソフトウェアのイン
ストール手順とセットアップ手順の概要を示します。

サーバーマシンのサーバーレイヤー

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用の Sun Management Center のコアサー
バーレイヤーとアドオンコンポーネントを、指定の Sun Management Center サー
バーマシンにインストールし、セットアップします。コアサーバーレイヤーをインス
トールすると、Sun Management Center のコアエージェントレイヤーが Sun 
Management Center サーバーマシンに自動的にインストールされます。これは、
サーバーマシン自体を監視できるようにするためです。
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ワークステーションまたはネットワークのコン
ソールレイヤーと基本ヘルプ

Sun Management Center のコアコンソールレイヤー、基本ヘルプコンポーネント、
およびコンソール DR サポートを、ネットワーク上の共通の場所、または GUI を使
用して監視を行う各ワークステーションにインストールし、セットアップします。

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーにプリイ
ンストールされたプラットフォームエージェント
レイヤー 
監視対象の Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサに Sun 
Management Center ソフトウェアをインストールする必要はありません。サービス
プロセッサには、コアソフトウェアとアドオンソフトウェアの両方がプリインストー
ルされています。

ホストとインストールするレイヤー
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサポートのため、表 2-2 に示すように Sun 
Management Center アドオンソフトウェアをインストールし、セットアップしま
す。サーバーとコンソールホストでのコアソフトウェアのインストールとセットアッ
プについては、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』で説明して
います。また、Sun Management Center ソフトウェアの起動と停止の手順も示して
います。
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注 – エージェントアップデートを使用したインストールは、サーバードメインだけ
でサポートされています。

表 2-2 ホストとインストールするレイヤー

ホスト レイヤー インストールするソフトウェア

Sun Management 
Center のサーバーマ
シン

サーバー Sun Management Center のコアサーバーレイヤー 
Sun Management Center のコアエージェントレイヤー 
(自動)
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン監
視サーバーコンポーネント 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン DR 
サーバーコンポーネント 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのプラット
フォーム管理サーバーコンポーネント 

ワークステーション
またはネットワーク
上の共通の場所

コンソー
ル 

Sun Management Center コンソールレイヤーと基本ヘ
ルプコンポーネント 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのプラット
フォーム管理コンソールコンポーネント

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン監
視コンソールコンポーネント 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン DR 
コンソールコンポーネント

Sun SPARC 
Enterprise Mx000 
サーバーのサービス
プロセッサ

エージェ
ント

ソフトウェアはプリインストールされています。

Sun Management Center のコアエージェントレイヤー 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのプラット
フォーム管理エージェントコンポーネント

Sun SPARC 
Enterprise Mx000 
サーバーのドメイン

エージェ
ント

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン監
視エージェントコンポーネント 
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメイン DR 
エージェントコンポーネント
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Sun Management Center インストール
ウィザードを使用したアドオンソフト
ウェアのインストール
すべてのソフトウェアのインストール方法については、『Sun Management Center 
インストールと構成ガイド』の第 6 章の Solaris プラットフォームへの Sun 
Management Center のインストールに関する節で詳しく説明しています。この作業
の概要を次に示します。

▼ Sun Management Center インストールウィザー
ドを使用してアドオンソフトウェアをインストー
ルする

1. スーパーユーザーで Sun Management Center のインストールウィザード es-
guiinst を実行します。

es-guiinst コマンドについては、『Sun Management Center インストールと構成
ガイド』を参照してください。

a. コアソフトウェアの適切なバージョンをまだインストールしていない場合は、先
に Sun Management Center のコアソフトウェアのインストールまたは更新の手順
に従います。

b. コアソフトウェアの適切なバージョンをインストールしたら、ローカルのインス
トールディレクトリにある es-guiinst コマンドを使用します。

デフォルトの場所は /opt/SUNWsymon/sbin/esguiinst です。

c. 「次へ」をクリックして次のウィンドウに進みます。

2. アドオンソフトウェアのイメージのソースディレクトリを入力または参照して選択
し、「次へ」をクリックします。

3. 「アドオン製品の選択」画面に、インストールできるアドオン製品の一覧が表示され
ます。Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用のアドオン製品を選択し、「次へ」
をクリックします。

ソフトウェアがインストールされます。
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4. ソフトウェアがインストールされたら、Sun Management Center のセットアップ
ウィザードを使用してソフトウェアをセットアップできます。

コアソフトウェアをまだセットアップしていない場合は、『Sun Management Center 
インストールと構成ガイド』の第 1 章を参照してください。アドオンソフトウェアの
セットアップについては、17 ページの「Sun Management Center セットアップウィ
ザードを使用したアドオンソフトウェアのセットアップ」を参照してください。

5. setsunmc コマンドを使用して、監視対象の Sun SPARC Enterprise Mx000 サー
バーのサービスプロセッサでソフトウェアをセットアップします。

Sun Management Center セットアップ
ウィザードを使用したアドオンソフト
ウェアのセットアップ
この節では、Sun Management Center のセットアップウィザードを使用してアドオ
ンソフトウェアをセットアップする方法について説明します。このサンプル手順で
は、サーバーマシンでのソフトウェアのセットアップ方法を示します。次の点に注意
してください。

■ ドメインでソフトウェアをセットアップするには、SNMPv1 コミュニティー文字
列を oplsunmc に設定する必要があります。

■ サービスプロセッサで Sun Management Center のアドオンソフトウェアのエー
ジェントレイヤーをセットアップする方法については、33 ページの「setsunmc」
を参照してください。

注 – パネルの下部にある「戻る」ボタンが有効な場合 (ボタンがグレー表示されてい
ない場合)、ボタンをクリックして直前の操作に戻ることができます。「戻る」ボタ
ンがグレー表示されている場合、ボタンは無効で、直前の操作に戻ることはできませ
ん。

注 – setup-responses-file を使用して、現在のマシンのセットアップをほかの
マシンに複製する場合は、Sun Management Center のコアソフトウェアのセット
アップ中に「セットアップ応答データの保存」を選択します。これで、自分の行った
すべての応答が、/var/opt/SUNWsymon/install/setup-responses-file に
保存されます。詳細は、『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の 
Solaris プラットフォームでのコア製品とアドオンのセットアップに関する節を参照
してください。
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▼ サーバーマシンでアドオンソフトウェアをセット
アップする

1. 『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の第 7 章を参照して、
es-guisetup コマンドを使用したアドオン製品のセットアップ手順に従います。

「アドオン製品の選択」パネルが表示されるとき、システムにインストールされてい
るアドオン製品の一覧には、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのアドオン製品
に含まれる製品も表示されます。

2. 必要な場合は、セットアップするアドオンを選択します。「次へ」をクリックして、
次に進みます。

「サーバーセットアップ」パネルに次のメッセージが表示されます。

更新が完了したら、「サーバーセットアップ」パネルに次のメッセージが表示されま
す。

3. 「次へ」をクリックして、次に進みます。

「サーバーセットアップ」パネルに次のメッセージが表示されます。

更新が完了したら、「サーバーセットアップ」パネルに次のメッセージが表示されま
す。

The following add-on products are newly installed on this system 
and will be set up.

- DomMonit SPARC Enterprise Mx000
- Dom DR SPARC Enterprise Mx000
- PlatAdmin SPARC Enterprise Mx000

Updating configuration files...

Sun SPARC Enterprise Mx000 setup is complete.

Updating configuration files...

Sun SPARC Enterprise Mx000 setup is complete.
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▼ サービスプロセッサでアドオンソフトウェアを
セットアップする

● サービスプロセッサでは、XSCF プロンプトで setsunmc コマンドを使用して Sun 
Management Center エージェントをセットアップします。

.

setsunmc コマンドについては、33 ページの「setsunmc」を参照してください。

セキュリティーアクセスのセットアップ

注意 – Sun Management Center ソフトウェアをインストールし、セットアップした
ら、ユーザーが行う作業に応じてユーザーをセットアップします。この節では、次の
手順を示します。

■ 20 ページの「Sun Management Center のデフォルトのアクセス権をセットアップ
する」 

■ 20 ページの「プラットフォーム表示とドメイン表示の管理グループをセットアッ
プする」- プラットフォーム管理モジュールのドメイン表示を使用するには、Sun 
Management Center のデフォルトの管理グループに加えて、追加グループを作成
し、そのグループにユーザーを追加する必要があります。

■ 21 ページの「サービスプロセッサで権限をセットアップする」- ユーザーがプラッ
トフォーム管理モジュールからアクティブ管理操作を起動するには、サービスプ
ロセッサに対する有効な XSCF ユーザー名と platadm 権限が必要です。

注意 – 1 つのユーザー名にはグループを 16 個まで割り当てることができます。17 個
目以降のグループは無視されるので、ユーザーのアクセスの問題が発生します。16 
個のグループの制限を超えていた場合、ユーザーが特定のグループに属しているよう
でも、ユーザーにはそのグループのアクセス権がない可能性があります。

XSCF> setsunmc -s server -z seed -c community_string 
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▼ Sun Management Center のデフォルトのアクセ
ス権をセットアップする 

● セキュリティー機能、ユーザーとグループ、およびその権限については、『Sun 
Management Center ユーザーガイド』の「Sun Management Center のセキュリ
ティー」の章を参照してください。

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの管理グループについては、40 ページの「参
考: アクセス権用管理グループ」を参照してください。

▼ プラットフォーム表示とドメイン表示の管理グ
ループをセットアップする

1. groupadd コマンドを使用して、プラットフォーム表示とドメイン表示用の管理グ
ループ名を /etc/group ファイルに追加します。

ドメイン表示の場合、groupname の値は次のいずれかにできます。

■ dom0adm 
■ dom1adm 
■ dom2adm 

...

■ dom23adm 

プラットフォーム表示の場合、groupname の値は次のいずれかにできます。

■ platadmn 
■ platop (読み取り専用)

注 – platadmn グループ名と、21 ページの「サービスプロセッサで権限をセット
アップする」に示す platadm 権限は異なります。platadmn グループ名の末尾には 
n を付加する必要があります。

2. /etc/group ファイルを編集してユーザー名をグループに追加します。

% /usr/sbin/groupadd groupname 
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▼ サービスプロセッサで権限をセットアップする
この手順を実行するには、useradm 権限を持つ XSCF アカウントが必要です。詳細
は、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの管理者ガイドまたはリファレンスマ
ニュアル、または adduser(8)、password(8)、および setprivileges(8) のマニュ
アルページを参照してください。

1. XSCF ユーザーアカウントがない場合は、adduser コマンドと password コマンド
を使用してアカウントとパスワードを作成します。

a. ユーザーを追加します。
 

b. ユーザーのパスワードを設定します。
 

2. setprivileges コマンドを使用して、ユーザーに platadm 権限を追加します。

3. ユーザーが FRU を交換する場合は (53 ページの「FRU の交換」)、ユーザーに 
fieldeng 権限を追加します。

CLI による Sun Management Center ソ
フトウェアの起動
es-start コマンドに指定する引数は、起動するコンポーネントによって異なりま
す。es-start のオプション一覧については、『Sun Management Center インス
トールと構成ガイド』を参照してください。この一覧は、es-start の -h オプショ
ンを使って表示することもできます。よく使われる es-start のオプションを、次
の手順に示します。

XSCF> adduser user 

XSCF> password user 
Please enter your password: 

XSCF> setprivileges user platadm 

XSCF> setprivileges user fieldeng 
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▼ Sun Managemnet Center ソフトウェアを起動す
る

1. コンポーネントを起動するマシンにスーパーユーザーでログインします (コンポーネ
ントの場所については、表 2-2 を参照)。

2. /opt/SUNWsymon/sbin ディレクトリに移動します。

この例では、ソフトウェアがデフォルトのディレクトリ /opt にインストールされて
いると想定しています。別のディレクトリにインストールされている場合は、/opt 
を実際のパスに置き換えてください。

3. サービスプロセッサの XSCF プロンプトで setsnmp コマンドと setsunmc コマンド
を使用して、SNMP エージェントをアクティブにし、Sun Management Center エー
ジェントを起動します。

詳細は、33 ページの「setsunmc」、および setsnmp(8) と setsunmc(8) のマニュア
ルページを参照してください。

4. Sun Management Center エージェントレイヤーだけがインストールされている Sun 
SPARC Enterprise Mx000 サーバードメインで Sun Management Center エージェン
トを起動するには、次のように入力します。

5. すべてのレイヤーがインストールされている Sun Management Center サーバーホス
トで Sun Management Center コンポーネントをすべて起動するには、次のように入
力します。

注 – 再起動すると、Sun Management Center のすべてのエージェントが自動的に起
動します。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

XSCF> setsnmp enable 
XSCF> setsunmc enable 

# ./es-start -a

# ./es-start -A
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6. コンソールを起動するには、次のように入力します。

注 – コンソールは、自分のユーザー ID でログインしていても起動できます。スー
パーユーザーとしてログインしている必要はありません。ただし、プラットフォーム
またはドメインの構成リーダーにアクセスするには、適切なセキュリティーアクセス
グループに属している必要があります。

注 – サービスプロセッサでは、「詳細」ウィンドウの「モジュールマネージャー」
タブにプラットフォーム管理モジュールが表示されます。このプラットフォーム管理
モジュールはアンロードしないでください。間違ってアンロードした場合の再ロード
手順については、27 ページの「プラットフォーム管理モジュールを再ロードする」
を参照してください。

CLI による Sun Management Center ソ
フトウェアの停止と終了
この節では、Sun Management Center ソフトウェアの停止と終了について説明しま
す。

■ サーバーとエージェントコンポーネントを停止するには、適切なコマンド引数を
指定して es-stop コマンドを入力します。

■ メインコンソールウィンドウからコンソールを終了します。

▼ サーバーとエージェントを停止する

es-stop コマンドに指定する引数は、停止するコンポーネントによって異なりま
す。『Sun Management Center インストールと構成ガイド』の es-stop のオプショ
ン一覧を参照してください。この一覧は、es-stop の -h オプションを使って表示
することもできます。よく使われる es-stop のオプションを、次の手順に示しま
す。

1. コンポーネントを停止するマシンにスーパーユーザーでログインします (コンポーネ
ントの場所については、表 2-2 を参照)。

# ./es-start -c 
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2. /opt/SUNWsymon/sbin ディレクトリに移動します。

この例では、ソフトウェアがデフォルトのディレクトリ /opt にあると想定していま
す。別のディレクトリにある場合は、/opt を実際のパスに置き換えてください。

3. サーバーマシンでサーバーとエージェントコンポーネントを停止するには、次のよう
に入力します。

4. ドメインのホストマシンでドメインエージェントコンポーネントを停止するには、次
のように入力します。

5. サービスプロセッサで、サービスプロセッサとプラットフォームエージェントを監視
するホストエージェントを停止するには、XSCF プロンプトで次のように入力しま
す。

setsunmc コマンドの使用方法については、33 ページの「setsunmc」を参照してく
ださい。

▼ コンソールを終了する

1. メインコンソールウィンドウのメニューバーから「ファイル」、「終了」の順に選択
します。

2. 「Sun Management Center を終了」パネルで「終了」ボタンをクリックします。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin

# ./es-stop -A

# ./es-stop -a 

XSCF> setsunmc disable 
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セットアップパラメータの再構成
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのセットアップパラメータは、セットアップ
スクリプト (es-setup) を再び実行することでいつでも再構成できます。次のような
変更が発生した場合は、適切なセットアップパラメータを再構成する必要がありま
す。

■ Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのシステム名が変更された場合は、Sun 
SPARC Enterprise Mx000 サーバーのドメインとプラットフォームコンポーネント
を再構成します。

■ Sun Management Center ドメインエージェントのポート構成が変更された場合
は、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのプラットフォームコンポーネントを
再構成します。

■ Sun Management Center サーバーホストまたはトラップエージェントのポート構
成が変更された場合は、プラットフォームとドメインコンポーネントを再構成し
ます。

■ ホストの IP アドレスが変更された場合は、そのホストにあるコンポーネントを再
構成します。

これらのコンポーネントの場所については、表 2-2 を参照してください。

▼ セットアップを再実行する 
1. 再構成するコンポーネントがあるマシンにスーパーユーザーでログインします (コン

ポーネントの場所については、表 2-2 を参照)。

2. /opt/SUNWsymon/sbin ディレクトリに移動します。

この例では、デフォルトのディレクトリ /opt を使用していると想定しています。別
のディレクトリを使用している場合は、/opt を実際のパスに置き換えてください。

3. 再構成するコンポーネントを停止します。

コンポーネントを停止するコマンドは、再構成するコンポーネントによって異なりま
す。

■ 現在サーバーマシンで実行中のサーバーとエージェントコンポーネントを停止す
るには、次のように入力します。

# cd /opt/SUNWsymon/sbin
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■ 現在ドメイン内で実行中のドメインエージェントを停止するには、次のように入
力します。

■ サービスプロセッサの Sun Management Center エージェントを停止するには、
XSCF プロンプトで setsunmc コマンドを使用します。

setsunmc コマンドの使用方法については、33 ページの「setsunmc」を参照して
ください。

4. 再構成するコンポーネントに対してセットアップを再実行します。

■ セットアップスクリプトを実行して、Sun Management Center のコアソフトウェ
アとアドオンソフトウェアを再構成します。

.

es-setup コマンドのほかの引数の使用方法については、『Sun Management 
Center インストールと構成ガイド』を参照してください。

■ サービスプロセッサで、setsunmc コマンドを使用してソフトウェアを再構成し
ます。

setsunmc コマンドの使用方法については、33 ページの「setsunmc」を参照して
ください。

5. 次の 2 つの追加プロンプトで、対応するコンポーネントのセットアップ手順の指示
に従います。

Sun Management Center サーバーのセットアップでは、次のメッセージが表示され
ます。

.

注 – y (yes) と応答すると、開および閉状態のアラーム、読み込み済みのモジュール
とその設定、検出情報、管理対象オブジェクト、規則しきい値などの、データベース
内のあらゆるデータが保持されます。

# ./es-stop -Sa

# ./es-stop -a 

# ./es-setup -F

Do you want to preserve your existing data? [y|n|q]
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a. 既存のトポロジとイベントデータを保持するには y を、データを破棄するには n 
を入力します。

ドメインエージェントのセットアップでは、次のメッセージが表示されます。

b. これが Sun Management Center サーバーの場合は y を、サーバーではない場合
は n を入力します。n を入力した場合、正しいサーバーホスト名を入力するプロ
ンプトが表示されます。

6. 停止したコンポーネントを再起動します。

▼ プラットフォーム管理モジュールを再ロードする

注 – サービスプロセッサでは、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのプラット
フォーム管理モジュールをアンロードしないでください。モジュールを間違ってアン
ロードした場合は、次の手順で再ロードしてください。

1. サービスプロセッサにログインします。

platadm または fieldeng 権限があることを確認します。

2. setsunmc disable を使用して、サービスプロセッサで Sun Management Center 
エージェントを無効にします。

3. XSCF プロンプトで、setsunmc -s を使用してサーバー名をリセットします。

4. setsunmc enable を使用して、サービスプロセッサで Sun Management Center 
エージェントを有効にします。

server-hostname appears to be configured as your Sun Management 
Center server. Is this correct? [y|n|q]

XSCF> setsunmc disable 

XSCF> setsunmc -s server 
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プラットフォーム管理モジュールがまた「詳細」ウィンドウに表示されるようになり
ます。

setsunmc コマンドについては、33 ページの「setsunmc」を参照してください。

CLI によるソフトウェアのアンインス
トール
CLI を使用して次のソフトウェアをアンインストールすることができます。

■ Sun Management Center ソフトウェアをすべてサーバーとコンソールホストから 
(28 ページの「Sun Managemnet Center ソフトウェア全体をアンインストールす
る」を参照)

■ Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用アドオンソフトウェアだけをサーバーと
コンソールホストから (30 ページの「アドオンソフトウェアだけをアンインストー
ルする」を参照)

Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサにプリインストールさ
れている Sun Management Center ソフトウェアはアンインストールできません。

▼ Sun Managemnet Center ソフトウェア全体をア
ンインストールする

1. スーパーユーザーで次のように入力します。

この例では、ソフトウェアがデフォルトのディレクトリ /opt/SUNWsymon/sbin に
あると想定しています。別のディレクトリにある場合は、デフォルトのディレクトリ
を実際のパスに置き換えてください。

次のメッセージが表示されます。

XSCF> setsunmc enable 

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst
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2. 本稼働環境をアンインストールしてもよい場合は y を入力します。これで、Sun 
Management Center ソフトウェア全体がアンインストールされます。

次のメッセージが表示されます。

3. 次のいずれかの操作をします。

■ 選択内容を変更する場合は、y を入力します。

選択内容が表示され、手順 2 の先頭に戻ります。

■ 選択内容を変更しない場合は、n を入力します。

次のメッセージが表示されます。

注 – y (yes) と応答すると、開および閉状態のアラーム、読み込み済みのモジュール
とその設定、検出情報、管理対象オブジェクト、規則しきい値などの、データベース
内のあらゆるデータが保持されます。

This script will help you to uninstall the Sun Management Center software.

Following Sun Management Center Products are installed:
---------------------------------------------------------------------------

PRODUCT DEPENDENT PRODUCTS
---------------------------------------------------------------------------

Production Environment All Addons
DomMonit SPARC Enterprise Mx000                      None 
Dom DR SPARC Enterprise Mx000                        None 
PlatAdmin SPARC Enterprise Mx000                     None

Do you want to uninstall Production Environment? [y|n|q]

This will uninstall ALL Sun Management Center Products. !!!

Do you want to change selection? [y|n|q]

Select Save Data to save all user and configuration data. Your data 
is saved and can be restored when you re-install Sun Management 
Center.
Do you want to preserve data? [y|n|q]
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4. 既存のトポロジとイベントデータを保持するには y を、データを破棄するには n を
入力します。

次のメッセージが表示されます。

5. アンインストールを実行するには y を、アンインストールを中止するには n を入力
します。

y を入力した場合は、アンインストールするパッケージの一覧が表示され、アンイン
ストールされたパッケージ、アンインストール状況、ログファイルの場所が表示され
ます。

▼ アドオンソフトウェアだけをアンインストールす
る 

1. Sun SPARC Enterprise Mx000 ドメインの「詳細」ウィンドウの「モジュールマネー
ジャー」タブでドメイン DR モジュールをアンロードします。

ドメイン DR モジュールをアンインストールするには、先にモジュールをアンロード
する必要があります。モジュールのロードとアンロードについては、『Sun 
Management Center ユーザーガイド』を参照してください。

2. スーパーユーザーで次のように入力します。

次のメッセージが表示されます。

Proceed with uninstall? [y|n|q]

# ./es-uninst

This script will help you to uninstall the Sun Management Center software.

Following Sun Management Center Products are installed:
---------------------------------------------------------------------------
PRODUCT DEPENDENT PRODUCTS
---------------------------------------------------------------------------
Production Environment All Addons
DomMonit SPARC Enterprise Mx000                      None 
Dom DR SPARC Enterprise Mx000                        None 
PlatAdmin SPARC Enterprise Mx000                     None

Do you want to uninstall Production Environment? [y|n|q]
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3. 本稼働環境をアンインストールしない場合は、n を入力します。

注意 – y を入力して本稼働環境をアンインストールした場合、コアソフトウェアを
含む Sun Management Center ソフトウェアがすべて削除されます。

次のメッセージが表示されます。

4. y を入力して DomMonit SPARC Enterprise Mx000 をアンインストールします。

削除される製品と次のメッセージが表示されます。

5. 次のいずれかの操作をします。

■ 選択内容を変更する場合は、y を入力します。

選択内容が表示され、手順 2 の先頭に戻ります。

■ 選択内容を変更しない場合は、n を入力します。

次のメッセージが表示されます。
 

注 – y (yes) と応答すると、開および閉状態のアラーム、読み込み済みのモジュール
とその設定、検出情報、管理対象オブジェクト、規則しきい値などの、データベース
内のあらゆるデータが保持されます。

6. 既存のトポロジとイベントデータを保持するには y を、データを破棄するには n を
入力します。

次のメッセージが表示されます。

Do you want to uninstall DomMonit SPARC Enterprise Mx000? [y|n|q]

Do you want to change selection? [y|n|q]

Select Save Data to save all user and configuration data. Your data 
is saved and can be restored when you re-install Sun Management 
Center.
Do you want to preserve data? [y|n|q]

Proceed with uninstall? [y|n|q]
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7. アンインストールを実行するには y を、アンインストールを中止するには n を入力
します。

y を入力した場合は、アンインストールするパッケージの一覧が表示され、アンイン
ストールされたパッケージ、アンインストール状況、ログファイルの場所が表示され
ます。

参考: インストールとセットアップのロ
グファイル
この節では、インストールスクリプトとセットアップスクリプトの終了時に表示され
るメッセージの例を示します。これらのファイルでは、インストールとセットアップ
中に問題がなかったかどうかを確認し、またこれらのファイルをエラーの診断に使用
できます。

次の例は、インストールスクリプト終了時のメッセージを示します。
nnnnnnnnnnnn.nnnnn はインストールログの識別番号です。

次の例は、セットアップスクリプト終了時のメッセージを示します。
nnnnnnnnnnnn.nnnn はセットアップログの識別番号です。

参考: setsunmc と showsunmc のマ
ニュアルページ 
この節には、setsunmc(8) コマンドと showsunmc(8) コマンドのマニュアルページ
を示します。これらのマニュアルページは、サービスプロセッサにもインストールさ
れています。これらのマニュアルページとそのほかの XSCF のマニュアルページを表
示するには、SPARC Enterprise Mx000 サーバーのサービスプロセッサの XSCF プロ
ンプトで man(1) コマンドを使用します。

Log file: /var/opt/SUNWsymon/install/install.nnnnnnnnnnnn.nnnnn

Log file: /var/opt/SUNWsymon/install/setup.nnnnnnnnnnnn.nnnn
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setsunmc 

名前

setsunmc - Sun Management Center エージェントを起動または停止し、構成を変更
する 

形式

setsunmc [enable|disable]

setsunmc -A

setsunmc [-s server] [-z seed] [-p agent_port] [-c community_string] [-t 
trap_port] [-e event_port] [-a SNMP_agent_port] [-a dmn_agent_port] 

setsunmc [-h] 

説明

1 つまたは複数のオプションを指定して setsunmc を実行すると、Sun Management 
Center エージェントの構成が変更されます (「オプション」の項を参照)。

enable オペランドを指定して setsunmc を実行すると、Sun Management Center 
エージェントがアクティブになります。このとき、Sun Management Center エー
ジェントが起動され、そのあとの再起動時にエージェントを起動するように起動デー
モンに通知されます。disable オペランドを指定して実行すると、エージェントは
停止し、そのあとの再起動時のエージェントの起動を無効にするように起動デーモン
に通知されます。

これらのオペランドは、オプションと同時に使用できません。

権限

このコマンドを実行するには、platadm 権限または fieldeng 権限が必要です。

詳細は、setprivileges(8) を参照してください。

オプション 

次のオプションがサポートされています。これらのオプションは、オペランドと同時
に使用できません。
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オペランド

次のオペランドがサポートされています。これらのオペランドは、オプションと同時
に使用できません。

-a SNMP_agent_port SNMP エージェントでの待機ポートを指定します。デフォル
ト値は 161 です。この値は、SNMP エージェントのポート
を変更した場合にのみ変更します。

-c community_string SNMPv1 トラップホスト snmp セットアップに使用するコ
ミュニティー文字列を指定します。デフォルト値は public 
です。

-d dmn_agent_port ドメインで実行する Sun Management Center エージェント
のポートを指定します。デフォルト値は 1161 です。このド
メインエージェントポートは、複合オブジェクトの作成時に
使用されます。Sun Management Center ドメインエージェン
トでは、複合オブジェクトドメインが正常に作成されるよう
に、通常は同じポートが使用されます。

-e event_port イベントを送信する Sun Management Center サーバーの
ポートを指定します。デフォルト値は 163 です。

-h 使用方法が表示されます。

ほかのオプションやオペランドと同時に指定すると、エラー
が発生します。

-p agent_port Sun Management Center エージェントが待機するポート番号
を指定します。デフォルト値は 1161 です。

-s server エージェントが通信する Sun Management Center サーバー
を指定します。サーバーはホスト名または IP アドレスで指
定できます。エージェントを有効にする前に設定する必要が
あります。

-t trap_port トラップを送信する Sun Management Center サーバーの
ポートを指定します。デフォルト値は 162 です。

-z seed Sun Management Center のサーバーとエージェント間の通信
のセキュリティーキーを生成するためのシードを指定しま
す。この値は、サーバーのセットアップで使用するシードと
同じである必要があります。エージェントを有効にする前に
設定する必要があります。
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例

コード例 2-1 引数を指定した基本のセットアップコマンド 
 

コード例 2-2 エージェントの起動 
 

終了状態

終了値は返されません。

関連項目

showsunmc(8)

showsunmc 

名前

showsunmc - Sun Management Center エージェントのセットアップ情報と状態を表
示する

enable enable オペランドを指定して setsunmc を実行すると、Sun 
Management Center エージェントがアクティブになります。このと
き、Sun Management Center エージェントが起動され、そのあとの再
起動時にエージェントを起動するように起動デーモンに通知されま
す。

disable disable オペランドを指定して setsunmc を実行すると、エージェ
ントは停止し、そのあとの再起動時のエージェントの起動を無効にす
るように起動デーモンに通知されます。

XSCF> setsunmc -s balon -z maplesyr -c double_secret 

XSCF> setsunmc enable 
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形式

showsunmc  [isenabled]

showsunmc [-h]

説明

このコマンドは、Sun Management Center エージェントのセットアップ情報と現在
の状態の表示に使用します。isenabled オプションを指定した場合、showsunmc 
コマンドの出力にエージェントの状態が表示されます。1 はエージェントが有効に
なっていることを示し、0 はエージェントが無効になっていることを示します。

オプション

次のオプションがサポートされています。

権限 

このコマンドを実行するには、platadm 権限、platop 権限、または fieldeng 権
限が必要です。

詳細は、setprivileges(8) を参照してください。

オペランド

このコマンドにはオペランドはありません。

isenabled エージェントの状態だけを表示します。値 1 はエージェントが有効に
なっていることを示し、0 はエージェントが無効になっていることを示
します。

-h 使用方法が表示されます。

ほかのオプションやオペランドと同時に指定すると、エラーが発生しま
す。
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例

コード例 2-3 エージェントの状態を表示: セットアップも有効化もされていない場
合 

 

コード例 2-4 エージェントの状態を表示: セットアップされているが、有効化され
ていない場合 

 

コード例 2-5 有効になっているエージェントの状態を表示  
 

XSCF> showsunmc
Agent Status:                    Disabled
Setup Status:                    Not set up
SunMC Server:                    unknown
Security Seed:                   maplesyr
SNMPv1 Community String:         public 
Agent Port:                      1161
Host Trap Port:                  162 
Host Event Port:                 163
SNMP Agent Port:                 161 
Domain Agent Ports:              1161

XSCF> showsunmc
Agent Status:                    Disabled
Setup Status:                    Set up
SunMC Server:                    balon
Security Seed:                   maplesyr
SNMPv1 Community String:         double_secret 
Agent Port:                      1161
Host Trap Port:                  162 
Host Event Port:                 163
SNMP Agent Port:                 161 
Domain Agent Ports:              1161

XSCF> showsunmc isenabled 
1 
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終了状態

次の終了値が返されます。

関連項目

setsunmc(8)

参考: SPARC Enterprise サーバー用アド
オンソフトウェアに固有のパッケージ
Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用アドオンソフトウェアは、表 2-3 に示す
パッケージで提供されています。これらのパッケージは、エージェント、コンソー
ル、およびサーバーの各レイヤーにインストールされます。

0 正常終了。

1 エラー発生。

表 2-3 Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用 Sun Management Center のパッケージ

パッケージ 説明 レイヤー

プラットフォーム管理: 

SUNWesopls OPL プラットフォーム管理用 SunMC サーバーサポートパッケージ サーバー

SUNWesopli OPL プラットフォーム管理用 SunMC サーバーサポートパッケージ サーバー

SUNWesoplc Sun Management Center コンソール OPL プラットフォーム管理 サーバー

SUNWesoplc Sun Management Center コンソール OPL プラットフォーム管理 コンソー
ル

ドメイン管理: 

SUNWesoplds OPL ドメイン管理用 SunMC サーバーサポートパッケージ サーバー

SUNWesoplda OPL ドメイン用 Sun Management Center エージェントレイヤーサポート ドメイン
エージェ
ント

SUNWesopldi OPL ドメイン管理用 SunMC サーバーおよびエージェントサポートパッケージ ドメイン
エージェ
ント
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参考: ネットワークポートの構成
Sun Management Center ソフトウェアでは、システムのさまざまなコンポーネント
と通信するためにネットワークポートが必要です。これらのコンポーネントのデフォ
ルトのポートアドレスを表 2-4 に示します。

ドメインの動的再構成 (DR): 

SUNWensdo Sun Management Center OPL システム動的再構成メッセージ サーバー

SUNWescdo OPL システムでの Sun Management Center コンソールの動的再構成サポート サーバー

SUNWessdo OPL システムでの Sun Management Center サーバーの動的再構成サポート サーバー

SUNWensdo Sun Management Center OPL システム動的再構成メッセージ コンソー
ル

SUNWescdo OPL システムでの Sun Management Center コンソールの動的再構成サポート コンソー
ル

SUNWesado OPL システムでの Sun Management Center エージェントの動的再構成サポート ドメイン
エージェ
ント

表 2-4 Sun Management Center のデフォルトのポートアドレス

レイヤー コンポーネント
デフォルトのポー
ト番号

エージェント SNMP エージェント 161

サーバー トラップハンドラ 162

サーバー イベントマネージャー 163

エージェント サービスプロセッサエージェント 1161

エージェント ドメインエージェント 1161

サーバー 構成サーバー 165

サーバー メタデータ 168

表 2-3 Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用 Sun Management Center のパッケージ (続き)

パッケージ 説明 レイヤー
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参考: アクセス権用管理グループ 
Sun Management Center ソフトウェアをインストールし、セットアップしたら、
ユーザーが行う作業に応じてユーザーをセットアップします。この節では、このアド
オンソフトウェア用の Sun Management Center のデフォルトの管理グループの一覧
と説明を示します。これらのグループでのユーザーのセットアップ、プラットフォー
ム管理モジュールのドメイン表示用の管理グループのセットアップ、およびサービス
プロセッサでの Sun Management Center ユーザーの権限の設定については、19 ペー
ジの「セキュリティーアクセスのセットアップ」を参照してください。

Sun Management Center のデフォルトの管理グ
ループ

表 2-5 に、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー用の Sun Management Center の
デフォルトの管理グループの一覧を示します。

表 2-5 Sun Management Center のデフォルトの管理グループ 

グループ名 グループ  説明

esadm 管理者グループ モジュールのロードとアンロード、ユーザーやグループの
アクセス制御の維持、管理ドメイン、ホスト、およびモ
ジュールとの連携などの管理作業をすべて行うことができ
ます。

esops オペレータグ
ループ

esadm 権限のサブセットがあります。モジュールを有効ま
たは無効にできますが、ロードとアンロードはできませ
ん。監視作業を行うことができます。イベントを確認、削
除、または修正できます。

esdomadm ドメイングルー
プ

esadm 権限の Sun Management Center ドメイン固有のサ
ブセットがあります。管理ドメインの作成、管理ドメイン
内のグループの作成、グループや管理ドメインへのオブ
ジェクトの追加が可能です。

ANYGROUP 一般ユーザーの
グループ

デフォルトでは、esusers ファイル内のユーザーは、
ANYGROUP グループのメンバーと見なされます。管理ドメ
イン、ホスト、モジュール、イベントの表示、データのグ
ラフ作成、手動更新のトリガーが可能です。個別対応のコ
マンドも実行できます。
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第 3 章

プラットフォーム管理 

この章では、プラットフォーム管理モジュール「プラットフォーム管理モジュール 
SPARC Enterprise Mx000」について説明します。この章は次の節から構成されま
す。

■ 42 ページの「プラットフォーム管理モジュールについて」
■ 43 ページの「プラットフォーム管理モジュールへのアクセス」

■ 43 ページの「プラットフォーム管理モジュールにアクセスする」

■ 44 ページの「プラットフォーム管理モジュールでのアクティブ管理の実行」

■ 44 ページの「サーバーハードウェアのセットアップ」
■ 46 ページの「サーバーハードウェアのアップグレード、ダウングレード、およ

び作業変更」
■ 52 ページの「サーバーハードウェアの操作と保守」
■ 53 ページの「FRU の交換」 

■ 56 ページの「参考: プラットフォーム管理のプロパティーと作業」

■ 59 ページの「プラットフォーム表示のテーブル」
■ 73 ページの「外部入出力」
■ 79 ページの「ドメイン表示」

また、次の各節では、プラットフォームの「詳細」ウィンドウでプラットフォームの
ハードウェアの概要表示、物理表示、および論理表示にアクセスする方法について説
明しています。

■ 83 ページの「「ハードウェア」タブについて」
■ 83 ページの「物理表示」
■ 84 ページの「論理表示」

■ 84 ページの「「ハードウェア」タブの各表示へのアクセス」
■ 84 ページの「物理表示にアクセスする」
■ 84 ページの「論理表示にアクセスする」
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プラットフォーム管理モジュールについ
て
プラットフォーム管理モジュール「プラットフォーム管理モジュール SPARC 
Enterprise Mx000」は、サーバープラットフォーム全体のハードウェア構成に関する
情報を示します。このモジュールには、サーバーのアクティブ管理用の対話型ポップ
メニューもあります。

注 – プラットフォーム管理モジュールはデフォルトでロードされます。プラット
フォーム管理モジュールをアンロードおよび再ロードすることはできません。

プラットフォーム管理モジュールの更新

プラットフォーム管理モジュールには、プラットフォーム情報が保存されます。この
情報は、次の 2 通りの方法で収集および更新されます。

■ 一定の間隔 (60 分間隔) で、プラットフォーム管理モジュールが、サービスプロ
セッサにある SNMP マネージャーと対話し、キャッシュ内のすべての内容が再生
成されます。更新間隔の値は変更できません。

■ 温度や電圧などプラットフォームのプロパティーが変化すると、SNMP マネー
ジャーから Sun Management Center ソフトウェアに通知されます。すると、プ
ラットフォーム管理モジュールで、ブラウザ表示の該当するハードウェアのテー
ブルが更新されます。

プラットフォームの「詳細」ウィンドウからブラウザを使用すると、任意のモジュー
ルプロパティーを更新できます。ただし、更新してもプラットフォームエージェント
からプロパティーの現在の値が取得されるだけで、データは再計算されません。
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プラットフォーム管理モジュールへのア
クセス 

▼ プラットフォーム管理モジュールにアクセスする 
1. プラットフォームの「詳細」ウィンドウを表示します。

メインコンソールウィンドウから、次のいずれかの方法で、対象プラットフォームの
「詳細」ウィンドウを開きます。

■ サーバーのアイコンをダブルクリックします。
■ サーバーのアイコンを右クリックし、ポップアップメニューの「詳細」を選択し

ます。
■ サーバーのアイコンを選択し、「ツール」メニューから「詳細」を選択します。

プラットフォームの「詳細」ウィンドウが表示されます。デフォルトでは、ウィンド
ウに「モジュールブラウザ」タブが開きます。

2. プラットフォーム管理モジュールを展開します。

「詳細」ウィンドウ内に「ハードウェア」アイコンがあります。次のいずれかの方法
でアイコンを展開するか、開きます。

■ モジュールのアイコンの左側にある展開アイコンをクリックします。

「ハードウェア」アイコンが左側の区画で展開され、「プラットフォーム管理モ
ジュール SPARC Enterprise Mx000」というプラットフォーム管理のアイコンが表
示されます。

■ モジュールのアイコンをダブルクリックします。

「ハードウェア」アイコンが左側の区画で展開され、プラットフォーム管理モ
ジュールのアイコンが表示されます。モジュールのアイコンは右側の区画にも表
示されます。

これで、左側の区画にプラットフォーム管理モジュールが表示されます。または、モ
ジュールのアイコンをダブルクリックしてその内容を右側の区画に表示します。

3. テーブルを参照し、プラットフォームの状態を監視します。

手順 2 に示す方法で、テーブルに表示されるプロパティーを参照します。
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4. アクティブ管理作業を実行します。

プラットフォーム管理モジュールでアクティブ管理作業を実行するには、特定のテー
ブルを右クリックします。一般的な作業を行う方法については、44 ページの「プ
ラットフォーム管理モジュールでのアクティブ管理の実行」を参照してください。ま
た、各テーブルに対して実行できる作業の一覧については、モジュール内の各テーブ
ルの参考の節を参照してください。

プラットフォーム管理モジュールでのア
クティブ管理の実行 
この節では、プラットフォーム管理モジュールの特定のテーブルを右クリックしてプ
ラットフォーム管理モジュール内で共通のタスクを実行し、Sun SPARC Enterprise 
サーバーを管理する方法について説明します。モジュール内で使用可能なアクティブ
管理コマンドの全一覧については、56 ページの「参考: プラットフォーム管理のプロ
パティーと作業」内のテーブルや関連するポップアップメニューに関する節を参照し
てください。

この節では、次の作業を行う手順を示します。

■ 44 ページの「サーバーハードウェアのセットアップ」

■ 45 ページの「簡単なドメインを構築する」

■ 46 ページの「サーバーハードウェアのアップグレード、ダウングレード、および
作業変更」 

■ 47 ページの「ドメインから XSB を削除する」 
■ 47 ページの「ドメインに XSB を追加する」 
■ 48 ページの「ドメインを再構成する」 
■ 51 ページの「XSB を移動する」 
■ 51 ページの「入出力ボートの電源を切断する」

■ 52 ページの「サーバーハードウェアの操作と保守」 

■ 52 ページの「ドメインの電源を入れる」 
■ 53 ページの「ドメインをリセットする」 
■ 53 ページの「ドメインの電源を切る」 

サーバーハードウェアのセットアップ 
この項では、簡単なドメインを構築する手順を示します。
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▼ 簡単なドメインを構築する 

1. ソフトウェアにログインし、プラットフォームの「詳細」ウィンドウでプラット
フォーム管理モジュールを表示します。

2. モジュールの項目を展開してテーブルを表示します。

3. ドメインコンポーネントリスト (DCL) をセットアップします。

a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「XSB を LSB に割り当て」を選択します。

「XSB を LSB に割り当て」ダイアログが表示されます。対象ドメインのドメイン 
ID が表示されます。

d. 対象の LSB と XSB の ID を選択し、「割り当てのリストへの追加」ボタンをク
リックします。

e. 「XSB を割り当て」ボタンをクリックします。

割り当てが実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに表示さ
れます。

f. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

4. 物理的なシステムボードモードを設定します。

a. システムボードテーブルを表示し、対象のシステムボードの行を選択します。

b. システムボードテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「SB モードの設定」を選択します。

「SB モードの設定」ダイアログが表示されます。対象のシステムボードが、「選
択されたシステムボード」フィールドに表示されます。

d. 設定するモードを選択します。

e. 「モードの設定」ボタンをクリックします。

選択したモードに設定されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに
表示されます。

f. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

5. ドメインに XSB を追加します。

a. XSB テーブルを表示し、対象 XSB の行を選択します。
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b. XSB テーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「XSB の追加」を選択します。

「XSB の追加」ダイアログが表示されます。対象のボードが、「選択されたボー
ド」フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、対象のボードの現
在の割り当てと構成の状態が表示されます。

d. 「XSB をドメインに追加」フィールドで、XSB を追加するドメイン ID を選択し
ます。

e. 「XSB 追加後の状態」ボックスで、「構成済み」を選択します。

f. 「XSB の追加」ボタンをクリックします。

XSB がドメインに追加されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに
表示されます。

g. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

6. ドメインの電源を入れます。

a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインを選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「ドメインの電源オン」を選択します。

「電源オン」確認ダイアログが表示されます。対象ドメインの名前がダイアログ
に表示されます。

d. 「了解」をクリックしてドメインの電源を入れます。

サーバーハードウェアのアップグレード、ダウン
グレード、および作業変更 
この項では、次の一般的な作業を行う手順を示します。

■ 47 ページの「ドメインから XSB を削除する」 
■ 47 ページの「ドメインに XSB を追加する」 
■ 48 ページの「ドメインを再構成する」 
■ 51 ページの「XSB を移動する」 
■ 51 ページの「入出力ボートの電源を切断する」
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▼ ドメインから XSB を削除する

1. XSB テーブルを表示し、対象 XSB の行を選択します。

対象 XSB のドメイン ID を書き留めておきます。

2. テーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「XSB の削除」を選択します。

「XSB の削除」ダイアログが表示されます。対象の XSB が、「選択されたボード」
フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、現在の割り当てと構成の状
態が表示されます。

4. 「XSB 削除後の状態」ボックスで、状態を選択します。

デフォルト値は「割り当て解除」です。

■ 割り当て解除 - XSB がドメイン構成から完全に削除され、システムボードのプー
ルに入れられます。XSB は、ここからほかのドメインに追加したり、割り当てた
りできます。

■ 接続解除済み - ドメインへの「割り当て済み」状態を保ったまま XSB がドメイン
構成から削除されます。XSB は、ドメインを再起動するか、「XSB の追加」ダイ
アログを使用して、同じドメイン構成に追加できます。

■ 予約済み - XSB はドメイン構成からすぐには削除されません。XSB は、ドメイン
の電源を切ったときにドメイン構成から完全に削除され、システムボードのプー
ルに入れられます。

5. 「XSB の削除」をクリックします。

「XSB の削除」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに
表示されます。

6. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

▼ ドメインに XSB を追加する 

1. XSB テーブルを表示し、対象 XSB の行を選択します。

2. XSB テーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「XSB の追加」を選択します。

「XSB の追加」ダイアログが表示されます。対象の XSB が、「選択されたボード」
フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、現在の割り当てと構成の状
態が表示されます。

4. 「XSB をドメインに追加」フィールドで、XSB を追加するドメイン ID を選択しま
す。
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5. 「XSB 追加後の状態」ボックスで、「構成済み」を選択します。

6. 「XSB の追加」ボタンをクリックします。

XSB がドメインに追加されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに表示
されます。

7. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

▼ ドメインを再構成する 

1. システムボードテーブルを表示し、そのプロパティーを確認します。

再構成するシステムボードを決定し、その「ドメインの割り当て」プロパティーの値
を書き留めます。これが処理の対象ドメインになります。

2. 対象ドメインの電源を切ります。

a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「ドメインの電源オフ」を選択します。

「電源オフ」確認ダイアログが表示されます。ダイアログに対象ドメインの名前
が表示されます。

d. 「了解」ボタンをクリックします。

3. ドメインから XSB を削除します。

a. XSB テーブルを表示し、削除する最初の対象 XSB を選択します。

b. 対象 XSB が含まれる行を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「XSB の削除」を選択します。

「XSB の削除」ダイアログが表示されます。対象の XSB が、「選択されたボー
ド」フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、現在の割り当てと
構成の状態が表示されます。

d. 「XSB 削除後の状態」ボックスで、「割り当て解除」を選択します。

e. 「XSB の削除」ボタンをクリックします。

「XSB の削除」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンド
ウに表示されます。

f. 削除する XSB ごとに手順 a ～ e を繰り返します。

4. ドメインの LSB を消去します。
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a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「LSB の消去」を選択します。

「LSB の消去」ダイアログが表示されます。対象のドメインが、「選択されたド
メイン」フィールドに表示されます。

d. 「LSB の消去」メニューから、削除する最初の LSB を選択します。

e. 「LSB の消去」ボタンをクリックします。

「LSB の消去」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンド
ウに表示されます。

f. LSB ごとに手順 e を繰り返します。

5. システムボードモードを「単一の XSB」に設定します。

a. システムボードテーブルを表示し、対象システムボードの行を選択します。

b. システムボードテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「SB モードの設定」を選択します。

「SB モードの設定」ダイアログが表示されます。選択したシステムボードが「選
択されたシステムボード」フィールドに表示され、現在の SB モードが「現在の
モード」ボックスに表示されます。

d. 「SB モードの選択」ボックスで「単一の XSB」を選択します。

e. 「モードの設定」をクリックします。

「モードの設定」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィン
ドウに表示されます。

f. 「閉じる」ボタンをクリックします。

6. 対象 XSB を対象 LSB に割り当てます。

a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「XSB を LSB に割り当て」を選択します。

「XSB を LSB に割り当て」ダイアログが表示されます。対象のドメインが、「選
択されたドメイン」フィールドに表示されます。

d. 「LSB に割り当て」メニューから、対象 LSB を選択します。
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e. 「割り当てる XSB の選択」ボックスで対象の XSB ID を選択し、「割り当てのリ
ストへの追加」をクリックして「LSB=XSB」リストに追加します。

f. 「XSB を割り当て」ボタンをクリックします。

割り当てが実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに表示さ
れます。

g. 「閉じる」をクリックしてダイアログを閉じます。

7. 対象 XSB を対象ドメインに追加します。

a. XSB テーブルを表示し、対象 XSB を選択します。

b. XSB テーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「XSB の追加」を選択します。

「XSB の追加」ダイアログが表示されます。選択した XSB が、「選択されたボー
ド」フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、現在の割り当てと
構成の状態が表示されます。

d. 「XSB をドメインに追加」メニューから、対象ドメインを選択します。

e. 「XSB 追加後の状態」ボックスで「割り当て済み」を選択します。

f. 「XSB の追加」ボタンをクリックします。

「XSB の追加」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンド
ウに表示されます。

g. 「閉じる」ボタンをクリックします。

8. ドメインの電源を入れます。

a. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

b. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

c. 「ドメインの電源オン」を選択します。

「電源オン」確認ダイアログが表示されます。ダイアログに対象ドメインの名前
が表示されます。

d. 「了解」ボタンをクリックします。

9. ドメインテーブルのアイコンをダブルクリックし、そのプロパティーを確認します。

再構成が正常に終了していることを確認します。
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▼ XSB を移動する 

1. ドメインテーブルを表示し、そのプロパティーを確認します。

対象ドメインを特定します。

2. XSB テーブルを表示し、対象ボードの行を選択します。

3. XSB テーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

4. 「XSB の移動」を選択します。

「XSB の移動」ダイアログが表示されます。対象の XSB が、「選択されたボード」
フィールドに表示されます。「現在の状態」ボックスに、現在の割り当てと構成の状
態が表示されます。

5. 「XSB をドメインに移動」メニューから、対象ドメインを選択します。

6. 「XSB 移動後の状態」ボックスで、「構成済み」を選択します。

7. 「XSB の移動」ボタンをクリックします。

「XSB の移動」処理が実装されます。進行状況に関する情報が進行状況ウィンドウに
表示されます。

8. 「閉じる」ボタンをクリックします。

9. ドメインテーブルを表示し、そのプロパティーを確認します。

移動が正常に終了していることを確認します。

▼ 入出力ボートの電源を切断する

1. 対象入出力ボート内の PCI カードがすべてドメイン側から切り離されていることを
確認します。

a. 次のいずれかの方法で PCI カードを切り離します。

■ ドメイン DR モジュールを使用して PCI カードを切り離します。詳細は、第 5 
章を参照してください。

■ root で Solaris ドメインにログインします。次に、cfgadm コマンドを使用して 
PCI カードを切り離します。

b. ドメイン DR の接続点テーブルで「ソケット」プロパティーの値が 
DISCONNECTED であることを確認します。

2. 入出力ボートテーブルを表示し、対象入出力ボートの行を選択します。

3. 入出力ボートテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。
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4. 「入出力ボートの電源オフ」を選択します。

「電源オフ」確認ダイアログが表示されます。ダイアログに対象入出力ボートの名前
が表示されます。

注 – 「強制オプションを使用する」ボックスをクリックすると、ドメインで障害が
発生する可能性があります。ドメインで入出力ボートを使用中に「強制オプションを
使用する」を使用して入出力ボートの電源を切った場合、ドメインで障害が発生する
可能性があります。障害を防止するには、入出力ボート上の PCI カードがすべてド
メインから切り離されていることを確認してから、電源を切ります。

5. 「了解」ボタンをクリックします。

「電源オフ」処理が実装されます。

6. 入出力ボートテーブルをダブルクリックし、対象入出力ボートの行を選択します。

「電源オフ」処理が正常に終了した場合、対象入出力ボートの「取り外し可能 
LED」プロパティーの値が ON になります。

7. 入出力ボートテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

8. 「入出力ボートの位置 LED の設定」を選択します。

「入出力ボートの位置 LED の設定」ダイアログが表示されます。ダイアログに対象
入出力ボートの名前が表示されます。

9. 「オン」を選択し、「了解」ボタンをクリックします。

位置 LED が起動され、ダイアログが閉じます。

サーバーハードウェアの操作と保守 

▼ ドメインの電源を入れる 

1. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

2. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「ドメインの電源オン」を選択します。

「電源オン」確認ダイアログが表示されます。ダイアログに対象ドメインの名前が表
示されます。

4. 「了解」ボタンをクリックします。
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▼ ドメインをリセットする

1. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

2. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「ドメインのリセット」を選択します。

「ドメインのリセット」ダイアログが表示されます。ダイアログに対象ドメインの名
前が表示されます。

4. ドメインをすぐにリセットするには、「POR」を選択し、「了解」をクリックしま
す。

▼ ドメインの電源を切る 

1. ドメインテーブルを表示し、対象ドメインの行を選択します。

2. ドメインテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「ドメインの電源オフ」を選択します。

「電源オフ」確認ダイアログが表示されます。ダイアログに対象ドメインの名前が表
示されます。

4. 「了解」ボタンをクリックします。

FRU の交換

Sun Management Center を使用した FRU 交換は、ハイエンドサーバーだけでサポー
トされ、また次のボードだけを交換できます。

■ システムボード
■ CPU/メモリーユニットボード (CMU)
■ 入出力ユニットボード (IOU)

FRU を交換するには、fieldeng 権限が必要です。サービスプロセッサでの権限の
設定については、21 ページの「サービスプロセッサで権限をセットアップする」と 
setprivileges(8) のマニュアルページを参照してください。
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▼ システムボードを交換する

1. サービスプロセッサで XSCF の deleteboard コマンドを使用して、交換対象のす
べての拡張システムボードをすべてのドメインから切り離します。

コマンドの使用方法については、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのリファレ
ンスマニュアル、または deleteboard(8) のマニュアルページを参照してくださ
い。

2. ドメインで cfgadm コマンドを使用して、対応する IOU 内の PCI カードをすべて切
り離します。

詳細は、cfgadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

3. システムボードテーブルを表示し、交換する対象システムボードの行を選択します。

4. システムボードテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. 「SB の交換」を選択します。

「SB の交換」ダイアログが表示されます。

6. 「SB の交換」ボタンをクリックして、交換処理を開始します。

「CMU の交換」ダイアログが表示されます。

7. CMU ボードを物理的に交換します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

8. 「CMU の交換」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の交換」ダイアログに戻ります。

9. 「IOU の交換」ボタンをクリックします。

「IOU の交換」ダイアログが表示されます。

10. IOU ボードを物理的に交換します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

11. 「IOU の交換」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の交換」ダイアログに戻ります。

12. 「SB の交換」ダイアログで、「確定」ボタンをクリックします。

13. 「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。



 第 3 章 プラットフォーム管理 55

▼ システムボードを削除する

1. サービスプロセッサで XSCF の deleteboard コマンドを使用して、削除対象のす
べての拡張システムボード (XSB) をすべてのドメインから切り離します。

コマンドの使用方法については、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーのリファレ
ンスマニュアル、または deleteboard(8) のマニュアルページを参照してくださ
い。

2. ドメインで cfgadm コマンドを使用して、対応する IOU 内の PCI カードをすべて切
り離します。

詳細は、cfgadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

3. システムボードテーブルを表示し、削除する対象システムボードの行を選択します。

4. システムボードテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

5. 「SB の削除」を選択します。

「SB の削除」ダイアログが表示されます。

6. 「SB の削除」ボタンをクリックして、削除処理を開始します。

「CMU の削除」ダイアログが表示されます。

7. CMU ボードを物理的に取り外します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

8. 「CMU の削除」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の削除」ダイアログに戻ります。

9. 「IOU の削除」ボタンをクリックします。

「IOU の削除」ダイアログが表示されます。

10. IOU ボードを物理的に取り外します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

11. 「IOU の削除」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の削除」ダイアログに戻ります。

12. 「SB の削除」ダイアログで、「確定」ボタンをクリックします。

13. 「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

▼ システムボードを追加する

1. システムボードテーブルを表示します。
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2. システムボードテーブルを右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「SB の追加」を選択します。

「SB の追加」ダイアログが表示されます。

4. プルダウンメニューで、システムボードの追加先の場所を選択します。

5. 「SB の追加」ボタンをクリックします。

システムボードの追加処理が開始され、「CMU の追加」ダイアログが表示されま
す。

6. システムボードを物理的に追加します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

7. 「CMU の追加」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の追加」ダイアログに戻ります。

8. 「IOU の追加」ボタンをクリックします。

IOU の追加処理が開始され、「IOU の追加」ダイアログが表示されます。

9. IOU を物理的に追加します。

交換の手順については、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

10. 「IOU の追加」ダイアログの「了解」ボタンをクリックします。

ダイアログが閉じ、「SB の追加」ダイアログに戻ります。

11. 「SB の追加」ダイアログで、「確定」ボタンをクリックします。

12. 「閉じる」ボタンをクリックしてダイアログを閉じます。

参考: プラットフォーム管理のプロパ
ティーと作業
この節では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの各プラットフォーム管理オブ
ジェクトのテーブルに表示されるプロパティーについて説明します。プロパティーの
値が -- (ハイフン 2 つ) または -1 の場合、プラットフォーム管理モジュールでその
プロパティーのデータを取得できないことを示します。

各表には、関連するアラーム規則を示しています。アラーム規則については、第 6 章
を参照してください。
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この節では、各テーブルから対象システムのアクティブ管理に使用できるポップアッ
プメニューについても説明しています。これらのポップアップメニューの使用方法に
ついては、44 ページの「プラットフォーム管理モジュールでのアクティブ管理の実
行」を参照してください。

この節では、次のテーブルについて説明します。

■ 57 ページの「システム」 

■ プラットフォーム表示のテーブル

■ 59 ページの「CPU/メモリーユニットボード」 
■ 60 ページの「CPU モジュール」 
■ 61 ページの「メモリーボード」 
■ 62 ページの「メモリー DIMM」 
■ 63 ページの「入出力ユニットボード」 
■ 64 ページの「PCI スロット」 
■ 65 ページの「システムボード」 
■ 67 ページの「拡張システムボード」 
■ 69 ページの「論理システムボード」 
■ 70 ページの「システムコンポーネント」 
■ 71 ページの「環境監視」 
■ 71 ページの「ドメイン」 

■ 外部入出力のテーブル
■ 73 ページの「外部入出力拡張ユニットシャーシ」 
■ 75 ページの「入出力ボート」 
■ 76 ページの「リンクカード」 
■ 77 ページの「外部入出力拡張ユニットの電源装置とファン」 
■ 78 ページの「外部入出力拡張ユニットセンサー」 

■ ドメイン表示のテーブル 
■ 79 ページの「ドメイン情報」 
■ 81 ページの「システムボード」 
■ 81 ページの「拡張システムボード」 
■ 82 ページの「論理システムボード」 

システム

表 3-1 に、対象サーバーのシステムプロパティーの簡単な説明を示します。
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表 3-1 プラットフォーム管理: システムテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

ノード名 ノード名。値は system です。

プラットフォーム名 XSCF ファームウェア構成時にこのサー
バーに割り当てられた名前。値の例: 
chiron、balon 

プラットフォームの種類 プラットフォームの種類の識別子。値の
例: Sun SPARC Enterprise M4000 

シリアル番号 システムのシリアル番号。値の例: 
FJ890023-020 

CPU 数 システム内の CPU チップ数。値の例: 1, 
2 ... 64 

メモリー容量 システム内の総メモリー容量 (G バイト
単位)。

ドメイン数 システム内のドメイン数。最大値は、プ
ラットフォームによって異なります。

電源 LED 主電源が入っているか、切れているかを
示します。可能な値: ON、OFF、
BLINKING、UNKNOWN 

待機 LED マシンがオンラインになっているかどう
かを示します。可能な値: ON、OFF、
BLINKING、UNKNOWN 

検査 LED rLEDState 保守が必要かどうかを示します。可能な
値: ON、OFF、BLINKING、UNKNOWN 

システム状態 rErrorStatus 総合的なシステム状態。可能な値: 
NORMAL、DEGRADED、FAULTED、
CHANGE、UNKNOWN 

ファームウェア状態 rErrorStatus ファームウェアの状態。可能な値: 
NORMAL、DEGRADED、FAULTED、
CHANGE、UNKNOWN 

ハードウェアの状態 rErrorStatus ハードウェアの状態。可能な値: 
NORMAL、DEGRADED、FAULTED、
CHANGE、UNKNOWN 

モード切り替え状態 モード切り替えの状態。可能な値: 
LOCKED、SERVICE、UNKNOWN 
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プラットフォーム表示のテーブル

プラットフォーム管理モジュールのプラットフォーム表示には、この項に示すテーブ
ルが表示されます。「外部入出力」セクションのテーブルについては、73 ページの
「外部入出力」を参照してください。

CPU/メモリーユニットボード 

CMU ボードテーブルには、システム内の CPU/メモリーユニット (CMU) ボードの
一覧が表示されます。エントリ数は、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの種類
によって異なります。表 3-2 に、各 CMU ボードについて表示される情報を示しま
す。このテーブルの情報は、ハードウェアの物理/論理表示にも表示されます。

表 3-2 プラットフォーム管理: CMU ボードテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 ボードのタイプと ID。値の例: CMU#00、
PCMU#01 

ボードの名前 CMU ボードの名前。

ボードの状態 CMU ボードの状態。可能な値: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

XSB モード 単一の XSB または 4 つの XSB のいずれ
かのモードを示します。可能な値: 1, 4 

ドメインの割り当て CMU が割り当てられているドメイン。
XSB モードによっては、1 よりも大きな
値となることがあります。値の例: 0, 1, 2, 
3 

COD 有効 CMU ボードが COD ボードであるかどう
かを示します。可能な値: ENABLED、
DISABLED 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。可能な値: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。値の例: CMU 
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CMU ボードテーブルからはアクティブ管理が可能です。アクティブ管理はハイエン
ドサーバーだけでサポートされています。このテーブルのポップアップメニューの項
目については、表 3-3 で説明しています。

注 – 「中止」ボタンをクリックしても無視されます。

CPU モジュール 

CPU モジュール (CPUM) テーブルには、システム内の CPUM の一覧が表示されま
す。各 CPU/メモリーユニットには最大 4 つの CPUM が含まれます。表 3-4 に、各 
CPUM について表示される情報を示します。このテーブルの情報は、ハードウェア
の物理/論理表示にも表示されます。

表 3-3 プラットフォーム管理: CMU ボードテーブルのポップアップメニュー

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

CMU の追加
... 

addfru CMU を追加します。CMU の場所が空いている場合に
のみ表示されます。fieldeng 権限が必要です。

CMU の削除
...

deletefru CMU を削除します。CMU ボードの状態プロパティー
の値が RUN ではない場合にのみ表示されます。
fieldeng 権限が必要です。

CMU の交換
...

replacefru CMU を交換します。CMU ボードの状態プロパティー
の値が RUN ではない場合にのみ表示されます。
fieldeng 権限が必要です。

表 3-4 プラットフォーム管理: CPU モジュールテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 CMU と CPU のタイプと識別子を連結し
たもの。値の例: CMU#00/CPUM#00、
PCMU#00/CPUM#01 

CPU チップ番号 CPU チップ番号。値の例: CPUCHIP#00 

親 CMU この CPU モジュールが属する CMU。値
の例: CMU#00、PCMU#01 

CPU タイプ CPU のタイプ。値の例: CPUM_A -12-
2277 
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メモリーボード 

メモリーボードテーブルには、ミッドレンジサーバー内のメモリーボードの一覧が表
示されます。表 3-5 に、各メモリーボードについて表示される情報を示します。注: 
このテーブルには、ミッドレンジサーバーの情報だけが表示されます。このテーブル
の情報は、ハードウェアの物理/論理表示にも表示されます。

CPU 状態 CPU の状態。可能な値: UNMOUNTED、
STOP、INIT、NOT CONFIGURED、
IDLE、RUN、DECONFIGURED、
CHANGE、UNKNOWN

クロック周波数 CPU クロックの周波数。値の例: 2150, 
2277 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。可能な値: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。値の例: CPUM_A 

表 3-5 プラットフォーム管理: メモリーボードテーブル  

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 ボードのタイプと ID。値の例: 
PCMU#00/MEMB#00、PCMU#00/ 
MEMB#01 

親 CMU このメモリーボードが属する CMU。値
の例: PCMU#00、PCMU#01 

メモリー容量 メモリーボード上のすべての DIMM の合
計メモリー容量 (G バイト単位)。値の例: 
8

状態 メモリーボードの状態。可能な値: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN

表 3-4 プラットフォーム管理: CPU モジュールテーブル  (続き)

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明
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メモリー DIMM

メモリー DIMM テーブルには、サーバー内の DIMM モジュールの一覧が表示されま
す。表 3-6 に、各エントリについて表示される情報を示します。このテーブルの情報
は、ハードウェアの物理/論理表示にも表示されます。

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。可能な値: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。値の例: FFMEMB 

表 3-6 プラットフォーム管理: メモリー DIMM テーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 CMU と MEM のタイプと 
ID を連結したもの。値の例: 
CMU#00/MEM#00、CMU#00/MEM#01 

親 CMU この DIMM モジュールが属する CMU。
値の例: CMU#00、CMU#01 

メモリー容量 メモリー DIMM のサイズ (G バイト単
位)。値の例: 2, 4 

メモリー状態 メモリー DIMM モジュールの状態。可能
な値: UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。可能な値: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

表 3-5 プラットフォーム管理: メモリーボードテーブル (続き) 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明
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入出力ユニットボード

IOU ボードテーブルには、サーバー内の入出力ユニットボードの一覧が表示されま
す。表 3-7 に、各エントリについて表示される情報を示します。このテーブルの情報
は、ハードウェアの物理/論理表示にも表示されます。

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。

表 3-7 プラットフォーム管理: IOU ボードテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 ボードのタイプと ID。値の例: IOU#00、
IOU#01 

ボードの名前 入出力ボードの名前。

ボードの状態 入出力ボードの状態。可能な値: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

XSB モード 単一の XSB または 4 つの XSB のいずれ
かのモードを示します。可能な値: 1, 4 

ドメインの割り当て IOU が割り当てられているドメイン。
XSB モードによっては、1 よりも大きな
値となることがあります。値の例: 0, 1, 2, 
3 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。値の例: IOU 

表 3-6 プラットフォーム管理: メモリー DIMM テーブル  (続き)

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明



64 Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュアル • 2007 年 5 月

IOU ボードテーブルからはアクティブ管理が可能です。「IOU の追加」、「IOU の
削除」、および「IOU の交換」の各メニュー項目は、ハイエンドサーバーだけでサ
ポートされています。このテーブルのポップアップメニューの項目については、表 
3-8 で説明しています。

注 – 「中止」ボタンをクリックしても無視されます。

PCI スロット

PCI スロットテーブルには、使用されているすべての PCI スロットの一覧が表示され
ます。表 3-9 に、各エントリについて表示される情報を示します。注: このテーブル
の情報は、ハードウェアの物理/論理表示にも表示されます。

表 3-8 プラットフォーム管理: IOU ボードテーブルのポップアップメニュー

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

IOU の追加
...

addfru 入出力ユニットを追加します。IOU のスロットが空い
ている場合にのみ表示されます。fieldeng 権限が必
要です。

IOU の削除
...

deletefru 入出力ユニットを削除します。IOU ボードの状態プロ
パティーの値が RUN ではない場合にのみ表示されま
す。fieldeng 権限が必要です。

IOU の交換
...

replacefru 入出力ユニットを交換します。IOU ボードの状態プロ
パティーの値が RUN ではない場合にのみ表示されま
す。fieldeng 権限が必要です。

表 3-9 プラットフォーム管理: PCI スロットテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当する
場合) 説明

名前 IOU と PCI のタイプと ID を連結したも
の。値の例: IOU#00/PCI#00、
IOU#01/PCI#01 

親 IOU この PCI スロットが属する IOU。値の例
: IOU#00、IOU#01 

PCI 状態 PCI スロットの状態。可能な値: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 
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システムボード

システムボードテーブルには、システム内のシステムボードの一覧が表示されます。
表 3-10 に、各エントリについて表示される情報を示します。

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。

表 3-10 プラットフォーム管理: システムボードテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 一意の名前。値の例: SB#00、SB#01 

ボードの状態 ボードの DR 状態。値の例: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

XSB モード 単一の XSB または 4 つの XSB のいずれ
かのモードを示します。可能な値: 1, 4 

ドメインの割り当て ボードが属するドメインの一覧。XPAR 
モードがオフの場合、最大値は 1 です。
XPAR モードがオンの場合、1 よりも大
きな値となることがあります。値の例: 0, 
1, 2, ..., 23, -- 

CMU ボード システムボードの一部である CMU の名
前 (タイプと ID)。値の例: CMU#00、
CMU#01 

表 3-9 プラットフォーム管理: PCI スロットテーブル  (続き)

属性

アラーム規
則 (該当する
場合) 説明
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システムボードテーブルからはアクティブ管理が可能です。「SB の追加」、「SB の
削除」、および「SB の交換」の各メニュー項目は、ハイエンドサーバーだけでサ
ポートされています。このテーブルのポップアップメニューの項目については、表 
3-11 で説明しています。

注 – 「中止」ボタンをクリックしても無視されます。

CMU エラー状態 rErrorStatus システムボードの一部である CMU のエ
ラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

IOU ボード システムボードの一部である入出力ユ
ニットボード。システムボードを構成す
る CMU と IOU ボードは 1 対 1 の関係に
あります。値の例: IOU#01、IOU#02 

IOU エラー状態 rErrorStatus IOU のエラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

表 3-11 プラットフォーム管理: システムボードテーブルのポップアップメニュー 

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

SB の追加... addfru システムボードを追加します。SB の場所が空いている
場合にのみ表示されます。fieldeng 権限が必要で
す。

SB の削除... deletefru システムボードを削除します。システムボードの状態
プロパティーの値が RUN ではない場合にのみ表示され
ます。fieldeng 権限が必要です。

SB の交換... replacefru システムボードを交換します。システムボードの状態
プロパティーの値が RUN ではない場合にのみ表示され
ます。fieldeng 権限が必要です。

SB モードの
設定... 

setupfru SB モードを設定します (x1 または x4)。

SB のテスト
... 

testsb SB の初期診断を実行します。

表 3-10 プラットフォーム管理: システムボードテーブル  (続き)

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明
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拡張システムボード

XSB テーブルには、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーシステム内の拡張システ
ムボード (XSB) の一覧が表示されます。表 3-12 に、各エントリについて表示される
情報を示します。

XSB テーブルからはアクティブ管理が可能です。このテーブルのポップアップメ
ニューの項目については、表 3-13 で説明しています。

表 3-12 プラットフォーム管理: XSB テーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

ID XSB の識別子。値の例: 00-0, 02-3 

状態 XSB の現在の状態。値の例: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus XSB のエラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

ドメイン ID XSB が属するドメインの識別子。値の例: 
0, 1 

DR 状態 XSB の DR 状態。可能な値: 
CONFIGURED、UNCONFIGURED、
WAITING、DISCONNECTED、UNKNOWN 
XSB の追加などの DR 操作後の値 
WAITING は、CONFIGURED 状態にまだ
達していないことを示します。

電源 XSB の現在の電源設定。値の例: OFF、ON 

テスト rTestState XSB のテストの結果を示します。可能な
値: PASSED、FAILED、UNKNOWN、
UNMOUNTED、TESTING 

割り当て XSB が割り当てられているかどうかを示
します。可能な値: ASSIGNED、
AVAILABLE、UNAVAILABLE 

接続 XSB が接続されているかどうかを示しま
す。値の例: CONNECTED、
DISCONNECTED 

構成 XSB が構成されているかどうかを示しま
す。値の例: CONFIGURED、
UNCONFIGURED 
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注 – 「中止」ボタンをクリックしても無視されます。

表 3-13 プラットフォーム管理: XSB テーブルのポップアップメニュー 

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

XSB の追加
...

addboard 選択した XSB をドメインに追加します。

「XSB 追加後の状態」のオプション:
• ASSIGNED - XSB は指定のドメインに割り当てられ

ます。割り当てられたシステムボードは、指定のド
メイン用に予約されるので、ほかのドメインから割
り込みまたは割り当てできません。システムボード
の割り当て後、ドメインを再起動するか、
CONFIGURED オプションを指定して「XSB の追加」
操作を実行すると、システムボードが追加されま
す。

• CONFIGURED - XSB は指定のドメイン構成に追加さ
れます。追加された XSB は、オペレーティングシス
テムからアクセスできるようになります。

XSB の削除
...

deleteboard 選択した XSB をドメインから削除します。「割り当
て」の値が UNAVAILABLE の場合は使用できません。

「XSB 削除後の状態」のオプション:
UNASSIGNED - システムボードがドメイン構成から完
全に切り離され、システムボードのプールに入れられ
ます。システムボードのプールに入れられたシステム
ボードは、ほかのドメインに追加または割り当てでき
るようになります。

DISCONNECTED - システムボードがドメイン構成から
切り離され、状態が ASSIGNED に変わります。システ
ムボードはまだドメインに割り当てられているので、
ドメインを再起動するか、「XSB の追加」ダイアログ
を使用することで、同じドメイン構成に再び追加でき
ます。

RESERVED - ドメイン構成からのシステムボードの切り
離しが保留され、切り離しの予約だけが行われます。
予約されたシステムボードは、ドメインの電源を切っ
たときに切り離され、システムボードのプールに入れ
られます。
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論理システムボード

論理システムボード (LSB) テーブルには、システム内の LSB の一覧が表示されま
す。各ドメインには 16 枚の LSB が含まれます。したがって、テーブル内の行数は、
ドメインの数× 16 です。表 3-14 に、各エントリについて表示される情報を示しま
す。

XSB の移動
...

moveboard 選択した XSB を新しいドメインに移動します。「割り
当て」の値が UNAVAILABLE の場合は使用できませ
ん。

「XSB 移動後の状態」のオプション:
ASSIGNED - XSB を移動先のドメイン構成に割り当て
ます。割り当てられた XSB は、そのあと、指定のドメ
イン用に予約され、ほかのドメインに追加または割り
当てできなくなります。XSB の割り当て後、ドメイン
を再起動するか、「XSB の追加」ダイアログで 
CONFIGURED オプションを使用すると、XSB がドメイ
ンに追加されます。

CONFIGURED - XSB を移動先のドメイン構成に追加し
ます。追加された XSB は、オペレーティングシステム
からアクセスできるようになります。

RESERVED - XSB をドメイン構成からすぐに移動せず
に、XSB の移動の予約だけが行われます。予約された 
XSB は、ドメインの電源を切ったときにドメインから
切り離され、新しいドメインの電源を入れたときに移
動先ドメインに追加されます。

表 3-14 プラットフォーム管理: LSB テーブル

属性

アラーム
規則 (該当
する場合) 説明

ドメイン ID ドメインの識別子。値は 0 ～ 23 の範囲内
です。値の例: 0, 1 

LSB ID LSB の識別子。値の例: 0, 10, 15 

XSB ID この LSB に関連付けられている XSB の
識別子。値の例: 01-2, 00-1 

表 3-13 プラットフォーム管理: XSB テーブルのポップアップメニュー  (続き)

メニュー項
目

同等のコマンド 説明
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システムコンポーネント

システムコンポーネントテーブルには、共通のプロパティーを共有し、表 3-1 ～表 
3-14 にない現場交換可能ユニット (FRU) が表示されます。このテーブルには、次の
システムコンポーネントが表示されます。

■ 電源装置
■ ファントレー 
■ クロスバーボードユニット
■ クロックボード (ハイエンドサーバーのみ) 
■ XSCF ボード
■ 背面パネル (ハイエンドサーバーのみ) 

表 3-15 に、各エントリについて表示される情報を示します。

メモリーなし ドメインでのメモリーの使用を省くかど
うかを示します。可能な値: ON、OFF 

入出力なし ドメインでの入出力デバイスの使用を省
くかどうかを示します。可能な値: ON、
OFF 

浮動ボード このボードを浮動ボードとしてほかの
ボードよりも優先させるかどうかを示し
ます。可能な値: ON、OFF 

表 3-15 プラットフォーム管理: システムコンポーネントテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 コンポーネントのタイプと ID。値の例: 
PSU#00、XSCFA#01 

状態 コンポーネントの状態。値の例: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

表 3-14 プラットフォーム管理: LSB テーブル (続き)

属性

アラーム
規則 (該当
する場合) 説明
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環境監視 

環境監視テーブルには、温度、電流、および電圧情報の環境プローブに関する情報が
表示されます。表 3-16 に、各エントリについて表示される情報を示します。

ドメイン 

ドメインテーブルには、既存するすべてのドメインに関する情報が表示されます。表 
3-17 に、システム内の各ドメインについて表示される情報を示します。

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

製品名 FRU の製品名。

表 3-16 プラットフォーム管理: 環境監視テーブル

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 環境プローブの場所。値の例: CMU#00、
CMU#00/CPUM#00 

説明 環境プローブの説明。値の例: CPUM 
CHIP 0、1.2V 

値 センサーによって計測された現在の値。

単位 「値」の値の単位。値の例: mV、C (摂氏) 

状態 rValidStatus 環境プローブの状態。可能な値: 
INVALID、VALID、UNKNOWN 

値の状態 rErrorStatus センサーによって計測された現在の値の
状態。可能な値: NORMAL、DEGRADED、
FAULTED、CHANGE、UNKNOWN 

表 3-15 プラットフォーム管理: システムコンポーネントテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明
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ドメインテーブルからはアクティブ管理が可能です。このテーブルのポップアップメ
ニューの項目については、表 3-18 で説明しています。

注 – 「中止」ボタンをクリックしても無視されます。

表 3-17 プラットフォーム管理: ドメインテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ドメイン ID ドメインの一意の識別子。値の例: 0, 
1, 2 ... 31 

ドメイン名 ドメインの名前。値の例: col2-45、
tokyo32 

OS のリリース オペレーティングシステムのリリース
の識別子。値の例: 5.10 

OS のバージョン オペレーティングシステムのバージョ
ンの識別子。値の例: 
Generic_118833-29 

CPU 数 ドメイン内の CPU ストランド数。
CPU チップあたり 4 つのストランドが
あります。値の例: 1, 2 ... 64 

メモリー容量 ドメイン内のメモリー容量 (G バイト
単位)。値の例: 0, 64 

状態 rDomainStatus ドメインの状態。可能な値: POWER 
OFF、PANIC、SHUTDOWN、
INITIALIZE、BOOT、RUNNING、
PROM、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

構成ポリシー ハードウェアの初期診断時にハード
ウェアエラーが検出された場合の機能
低下領域の構成ポリシー。値の例: 
COMPONENT、XSB、SYSTEM 
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外部入出力

プラットフォーム管理モジュールの「外部入出力」セクションには、この項に示す
テーブルが表示されます。このセクションは、プラットフォーム表示セクション内に
階層的に入れ子になっています。外部入出力拡張ユニットに関する情報は、外部入出
力拡張ユニットがシステムに設置されている場合にのみ表示されます。

外部入出力拡張ユニットシャーシ

入出力ボックスシャーシテーブルには、利用可能なすべての外部入出力拡張ユニット
に関する一般情報が表示されます。表 3-19 に、システム内の各外部入出力拡張ユ
ニットについて表示される情報を示します。

表 3-18 プラットフォーム管理: ドメインテーブルのポップアップメニュー 

メニュー項目 同等のコマンド 説明

LSB の消去... setdcl ドメインのドメインコンポーネントリスト
内の LSB 構成値を消去します。

LSB 構成のセットアップ
... 

setdcl ドメインのドメインコンポーネントリスト
内の LSB 構成値をセットアップします。

XBS を LSB に割り当て
... 

setdcl ドメインのドメインコンポーネントリスト
内で XSB を LSB に割り当てます。

ドメインの電源オン... poweron ドメインの電源を入れます。ドメインの状
態の値が次のいずれかの場合は使用できま
せん。PANIC、SHUTDOWN、
INITIALIZE、BOOT、RUNNING、PROM、
CHANGE、または UNKNOWN 

すべてのドメインの電源
オン... 

poweron 電源が切れているすべてのドメインの電源
を入れます。

ドメインの電源オフ... poweroff ドメインの電源を切ります。ドメインの状
態の値が POWER OFF の場合は使用できま
せん。

すべてのドメインの電源
オフ... 

poweroff 電源が入っているすべてのドメインの電源
を切ります。

ドメインのリセット... reset ドメインをリセットします。
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入出力ボックスシャーシテーブルからはアクティブ管理が可能です。このテーブルの
ポップアップメニューの項目については、表 3-20 で説明しています。

表 3-19 プラットフォーム管理: 入出力ボックスシャーシテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ID 外部入出力拡張ユニットの一意の識別
子。値の例: XCX01U 

位置 LED 入出力外部拡張ユニットの場所を視覚
的に特定するための位置 LED。値の
例: ON、OFF 

温度超過 LED rIoBoxLEDState 温度が高すぎるかどうかを示す 
LED。可能な値: OFF、BLINK 
FAST、BLINK SLOW、FEEDBACK 
FLASH、ON、STANDBY BLINK、
UNKNOWN 

保守要求 LED rIoBoxLEDState 保守が必要かどうかを示す LED。可
能な値: OFF、BLINK FAST、BLINK 
SLOW、FEEDBACK FLASH、ON、
STANDBY BLINK、UNKNOWN 

アクティブ LED 入出力処理が行われていることを示す 
LED。可能な値: OFF、BLINK 
FAST、BLINK SLOW、FEEDBACK 
FLASH、ON、STANDBY BLINK、
UNKNOWN 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

ダッシュレベル ダッシュレベル。

表 3-20 プラットフォーム管理: 入出力ボックスシャーシテーブルのポップアップメ
ニュー

メニュー項目 同等のコマンド 説明

入出力ボックスの
位置 LED の設定
...

ioxadm locator 
{on|off} target

位置 LED の状態を変更します。
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入出力ボート

入出力ボートテーブルには、システム内のすべての入出力ボートに関する一般情報が
表示されます。表 3-21 に、システム内の各入出力ボートについて表示される情報を
示します。

入出力ボートテーブルからはアクティブ管理が可能です。このテーブルのポップアッ
プメニューの項目については、表 3-22 で説明しています。

表 3-21 プラットフォーム管理: 入出力ボートテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ボックス ID 外部入出力拡張ユニットの一意の識別子。値
の例: XCX01U 

ボート ID 入出力ボートの識別子。値の例: 1 

ボートの位置 外部入出力拡張ユニットで、入出力ボートが
ある側。可能な値: LEFT、RIGHT 

ボートの種類 ボードの種類。値の例: PCIE、PCIX 

取り外し可能 LED rOKtoRemoveLED ボートが取り外し可能かどうかを示す LED。
値の例: OFF、ON 

保守要求 LED rIoBoxLEDState 保守が必要かどうかを示します。値の例: 
ON、OFF 

アクティブ LED 入出力処理が行われていることを示す LED。
値の例: ON、OFF、STANDBY BLINK. 

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

ダッシュレベル ダッシュレベル。
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リンクカード

リンクカードテーブルには、システム内のすべてのリンクカードに関する一般情報が
表示されます。表 3-23 に、システム内の各リンクカードについて表示される情報を
示します。

表 3-22 プラットフォーム管理: 入出力ボートテーブルのポップアップメニュー 

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

入出力ボー
トの電源オ
ン...

ioxadm poweron 
target

入出力ボートの電源を入れます。「取り外し可能 
LED」の値が OFF の場合には使用できません。

入出力ボー
トの電源オ
フ...

ioxadm [-f] 
poweroff target 

入出力ボートの電源を切り、ホストシャーシの取り外
し可能 LED を点灯します。入出力ボート内の PCI ス
ロットとコンポーネントは電源が切断されます。ドメ
インに含まれる入出力ボートは、「強制オプションを
使用する」を選択すると電源を切断できますが、その
結果、ドメインで障害が発生する可能性があります。
「取り外し可能 LED」の値が ON の場合には使用でき
ません。

入出力ボー
トの位置 
LED の設定
... 

ioxadm locator 
{-off|-on} 
target 

位置 LED の状態を変更します。

表 3-23 プラットフォーム管理: リンクカードテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ボックス ID 外部入出力拡張ユニットの一意の識別
子。値の例: XCX01U 

ボート ID 入出力ボートの識別子 

リンクカード ID リンクカードの識別子 

データ LED rLinkCardLEDState データ LED。可能な値: ON、OFF、
STANDBY BLINK、BLINK SLOW、
BLINK FAST、FEEDBACK FLASH、
UNKNOWN 

管理 LED rLinkCardLEDState 管理 LED。可能な値: ON、OFF、
STANDBY BLINK、BLINK SLOW、
BLINK FAST、FEEDBACK FLASH、
UNKNOWN 
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外部入出力拡張ユニットの電源装置とファン

入出力ボックス電源装置とファンテーブルには、外部入出力拡張ユニット内のすべて
の電源装置とファントレーに関する情報が表示されます。表 3-24 に、システム内の
各外部入出力拡張ユニットについて表示される情報を示します。

入出力ボックス電源装置とファンテーブルからはアクティブ管理が可能です。この
テーブルのポップアップメニューの項目については、表 3-25 で説明しています。

ダウンリンクカード位置 ダウンリンクカードの位置。

ダウンリンクカード ID ダウンリンクカードの識別子。

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

ダッシュレベル ダッシュレベル。

表 3-24 プラットフォーム管理: 入出力ボックス電源装置とファンテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ボックス ID 外部入出力拡張ユニットの一意の識別子。値
の例: XCX01U 

ID 入出力ボートの識別子。

場所 外部入出力拡張ユニットの電源装置とファン
の場所。

取り外し可能 LED rOKtoRemoveLED 取り外し可能 LED の状態。値の例: ON、
OFF、UNKNOWN 

保守要求 LED rIoBoxLEDState 保守要求 LED の状態。値の例: ON、OFF、
UNKNOWN 

AC 電源 LED AC 電源 LED。

DC 電源 LED DC 電源 LED。

パーツ番号 FRU のパーツ番号。

シリアル番号 FRU のシリアル番号。

ダッシュレベル ダッシュレベル。

表 3-23 プラットフォーム管理: リンクカードテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明
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外部入出力拡張ユニットセンサー

入出力ボックスセンサーテーブルには、外部入出力拡張ユニット内のすべてのセン
サーに関する情報が表示されます。表 3-26 に、システム内の各外部入出力拡張ユ
ニットセンサーについて表示される情報を示します。

表 3-25 プラットフォーム管理: 入出力ボックス電源装置とファンテーブルのポップ
アップメニュー 

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

入出力ボッ
クス PSU の
電源オン... 

ioxadm poweron 
target

以前に休眠状態または「取り外し可能」にされた電源
装置の電源を入れます。「取り外し可能 LED」の値が 
OFF の場合には使用できません。

入出力ボッ
クス PSU の
電源オフ... 

ioxadm [-f] 
poweroff target 

入出力ボートの電源を切り、取り外し可能 LED を点灯
します。電源装置の電源を切っても、対応するファン
は動作を続ける場合があります。「取り外し可能 
LED」の値が ON の場合には使用できません。

注: 同じ外部入出力拡張ユニットの両方の PSU の電源
を同時に切った場合、ユニットの電源を入れるには、
物理的にユニットの電源を入れる必要があります。ユ
ニットから単独の PSU を取り外すには「強制オプショ
ンを使用する」を選択する必要があります。

入出力ボッ
クス PSU の
位置 LED の
設定... 

ioxadm locator 
{-off|-on} 
target 

位置 LED の状態を変更します。

表 3-26 プラットフォーム管理: 入出力ボックスセンサーテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ボックス ID 外部入出力拡張ユニットの一意の識別
子。値の例: XCX01U 

センサー ID センサーの識別子。

値 rIoBoxSensor センサーによって計測された現在の
値。

単位 「値」の値の単位。
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ドメイン表示

ドメイン表示オブジェクトには、システム内の各ドメインに固有の情報が表示されま
す。各ドメイン表示に表示されるテーブルは、プラットフォーム表示に表示される
テーブルのサブセットです。この項では、任意のドメインのドメイン表示の内容につ
いて説明します。

ドメイン情報 

ドメインテーブルには、ドメイン表示の対象ドメインに関する情報が表示されます。
表 3-27 に、対象ドメインについて表示される情報を示します。

有効なアラーム アラームを通知するように監視されて
いる値を示します。可能な値: MIN、
MAX、BOTH、NONE 

最小アラームしきい値 この最小しきい値に満たない値が検出
されるとアラームが発生します。
「値」プロパティーのアラーム規則で
使用されます。

最大アラームしきい値 この最大しきい値を超える値が検出さ
れるとアラームが発生します。「値」
プロパティーのアラーム規則で使用さ
れます。

表 3-27 ドメイン表示: ドメインテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明

ドメイン ID ドメインの一意の識別子。値の例: 0, 
1, 2 ... 31 

ドメイン名 ドメインの名前。値の例: col2-45、
tokyo32 

OS のリリース オペレーティングシステムのリリース
の識別子。値の例: 5.10 

OS のバージョン オペレーティングシステムのバージョ
ンの識別子。値の例: 
Generic_118833-29 

表 3-26 プラットフォーム管理: 入出力ボックスセンサーテーブル 

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明
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ドメインテーブルのドメイン表示からは一部のアクティブ管理が可能です。このテー
ブルのポップアップメニューの項目については、表 3-28 で説明しています。

CPU 数 ドメイン内の CPU 数。値の例: 1, 2 ... 
64 

メモリー容量 ドメイン内のメモリー容量 (G バイト
単位)。値の例: 64. 

状態 rDomainStatus ドメインの状態。可能な値: POWER 
OFF、PANIC、SHUTDOWN、
INITIALIZE、BOOT、RUNNING、
PROM、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus エラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

構成ポリシー 構成ポリシー。値の例: COMPONENT、
XSB、SYSTEM 

表 3-28 ドメイン表示: ドメインテーブルのポップアップメニュー  

メニュー項
目

同等のコマンド 説明

ドメインの
電源オフ... 

poweroff ドメインの電源を切ります。ドメインの状態プロパ
ティーの値が POWER OFF の場合は使用できません。

ドメインの
電源オン... 

poweron ドメインの電源を入れます。ドメインの状態プロパ
ティーの値が次のいずれかの場合は使用できません。
PANIC、SHUTDOWN、INITIALIZE、BOOT、
RUNNING、PROM、CHANGE、または UNKNOWN 

ドメインの
リセット... 

reset ドメインをリセットします。可能なリセットレベル: 
• パワーオンリセット (POR) - ドメインシステムをす

ぐにリセットします。

• 要求 (パニック命令) - ドメインのオペレーティング
システムにパニックを命令します。電源切断中また
はドメインの停止中は無視されます。

• 外部強制リセット (XIR) - ドメインの CPU をリセッ
トします。

表 3-27 ドメイン表示: ドメインテーブル  (続き)

属性
アラーム規則 
(該当する場合) 説明
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システムボード

システムボードテーブルには、ドメイン表示の対象ドメイン内のシステムボードの一
覧が表示されます。表 3-29 に、各エントリについて表示される情報を示します。

拡張システムボード

拡張システムボード (XSB) テーブルには、ドメイン内の XSB の一覧が表示されま
す。表 3-30 に、各エントリについて表示される情報を示します。

表 3-29 ドメイン表示: システムボードテーブル 

属性

アラーム規
則 (該当す
る場合) 説明

名前 一意の名前。値の例: SB#00、SB#01 

ボードの状態 ボードの DR 状態。値の例: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

XSB モード 単一の XSB または 4 つの XSB のいずれ
かのモードを示します。可能な値: 1, 4 

ドメインの割り当て ボードが属するドメインの一覧。XPAR 
モードがオフの場合、最大値は 1 です。
XPAR モードがオンの場合、1 よりも大
きな値となることがあります。値の例: 
0、1、2、...、23、SP 

CMU ボード システムボードの一部である CMU の名
前 (タイプと ID)。値の例: CMU#00、
CMU#01 

CMU エラー状態 rErrorStatus システムボードの一部である CMU のエ
ラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

IOU ボード システムボードの一部である IOU ボー
ド。システムボードを構成する CMU と 
IOU は 1 対 1 の関係にあります。値の例: 
IOU#01、IOU#02 

IOU エラー状態 rErrorStatus IOU のエラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 
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論理システムボード

論理システムボード (LSB) テーブルには、ドメイン表示の対象ドメイン内の 16 枚の 
LSB が表示されます。表 3-31 に、各エントリについて表示される情報を示します。

表 3-30 ドメイン表示: XSB テーブル 

属性

アラーム規
則 (該当する
場合) 説明

ID XSB の識別子。値の例: 00-0, 01-0, 01-
1, 01-2, 01-3 

状態 XSB の現在の状態。値の例: 
UNMOUNTED、STOP、INIT、NOT 
CONFIGURED、IDLE、RUN、
DECONFIGURED、CHANGE、UNKNOWN 

エラー状態 rErrorStatus XSB のエラー状態。値の例: NORMAL、
DEGRADED、FAULTED、CHANGE、
UNKNOWN 

ドメイン ID XSB が属するドメインの識別子。値の例: 
0, 1 

DR 状態 XSB の DR 状態。値の例: CONFIGURED、
UNCONFIGURED、UNKNOWN 

電源 XSB の現在の電源設定。値の例: OFF、ON 

テスト rTestState XSB のテストの結果を示します。可能な
値: PASSED、FAILED、UNKNOWN、
UNMOUNTED、TESTING 

割り当て XSB が割り当てられているかどうかを示
します。値の例: UNAVAILABLE、
AVAILABLE、ASSIGNED 

接続 XSB が接続されているかどうかを示しま
す。値の例: CONNECTED、
DISCONNECTED 

構成 XSB が構成されているかどうかを示しま
す。値の例: CONFIGURED、
UNCONFIGURED 
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「ハードウェア」タブについて
プラットフォームの「詳細」ウィンドウでは、「ハードウェア」タブから次の 2 種類
の表示にアクセスできます。

■ 物理表示
■ 論理表示

物理表示

物理表示は、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの写実的な表示です。物理表示
には、シャーシ内で実際に見えるコンポーネントだけが表示されます。シャーシ内で
見えないデバイスに関する情報を表示するには、論理表示またはモジュールブラウザ
の表示を確認します。

表 3-31 ドメイン表示: LSB テーブル 

属性

アラーム
規則 (該当
する場合) 説明

ドメイン ID ドメインの識別子。値は 0 ～ 23 の範囲内
です。値の例: 0, 1 

LSB ID LSB の識別子。値の例: 0, 9, 15 

XSB ID この LSB に関連付けられている XSB の
識別子。値の例: 00-3, 01-2 

メモリーなし ドメインでのメモリーの使用を省くかど
うかを示します。可能な値: ON、OFF 

入出力なし ドメインでの入出力デバイスの使用を省
くかどうかを示します。可能な値: ON、
OFF 

浮動ボード このボードを浮動ボードとしてほかの
ボードよりも優先させるかどうかを示し
ます。可能な値: ON、OFF 
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論理表示

論理表示は、エンティティ内のボードとコンポーネントの階層表示です。シャーシ内
で物理的に見えるボードやコンポーネントだけが表示される物理表示とは異なり、論
理表示には、すべてのボードとコンポーネントが表示されます。

「ハードウェア」タブの各表示へのアク
セス

▼ 物理表示にアクセスする 
プラットフォームの写実的な表示にアクセスするには、次の手順に従います。

1. プラットフォームの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 「ハードウェア」タブをクリックします。

3. 「表示」プルダウンメニューの「物理表示」の下でプラットフォームを選択します。

4. 「現表示を回転」プルダウンメニューで、「システム - 正面」を選択してプラット
フォームの正面を表示します。

物理表示の操作については、『Sun Management Center ユーザーガイド』を参照し
てください。

▼ 論理表示にアクセスする 
プラットフォームの論理表示には、サーバー全体に接続されているすべてのボードと
コンポーネントの階層が表示されます。プラットフォームの階層表示にアクセスする
には、次の手順に従います。

1. プラットフォームの「詳細」ウィンドウを開きます。

2. 「ハードウェア」タブをクリックします。

3. 「表示」プルダウンメニューの「論理表示」の下でプラットフォームを選択します。

4. 「すべてを開く」ボタンをクリックし、左側の区画のオブジェクトをクリックして論
理表示を表示します。
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論理表示の操作については、『Sun Management Center ユーザーガイド』を参照し
てください。
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第 4 章

ドメイン管理

この章では、ドメイン管理モジュール「ドメイン構成リーダー SPARC Enterprise 
Mx000」について説明します。この章は次の節から構成されます。

■ 87 ページの「ドメイン管理モジュールについて」

■ 88 ページの「ドメイン管理モジュールへのアクセス」

■ 89 ページの「参考: ドメイン管理のプロパティー」

■ 89 ページの「システム」
■ 90 ページの「論理システムボード」
■ 90 ページの「PCI カード」
■ 91 ページの「プロセッサ」
■ 92 ページの「メモリコントローラ」
■ 93 ページの「ディスクデバイス」
■ 94 ページの「テープデバイス」
■ 94 ページの「ネットワークインタフェース」

ドメイン管理モジュールについて
ドメイン管理モジュールは、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバー上のドメインに
関する情報を提供します。このモジュールは、モジュール名「ドメイン構成リーダー 
SPARC Enterprise Mx000」というアイコンで表されます。
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ドメイン管理モジュールへのアクセス

▼ ドメイン管理モジュールにアクセスする 
1. プラットフォームの「詳細」ウィンドウを表示します。

メインコンソールウィンドウから、次のいずれかの方法で、対象プラットフォームの
「詳細」ウィンドウを開きます。

■ サーバーのアイコンをダブルクリックします。
■ サーバーのアイコンを右クリックし、ポップアップメニューの「詳細」を選択し

ます。
■ サーバーのアイコンを選択し、「ツール」メニューから「詳細」を選択します。

プラットフォームの「詳細」ウィンドウが表示されます。デフォルトでは、ウィンド
ウに「モジュールブラウザ」タブが開きます。

2. ドメイン管理モジュールを展開します。

「詳細」ウィンドウ内に「ハードウェア」アイコンがあります。次のいずれかの方法
でアイコンを展開するか、開きます。

■ モジュールのアイコンの左側にある展開アイコンをクリックします。

「ハードウェア」アイコンが左側の区画で展開され、「ドメイン構成リーダー 
SPARC Enterprise Mx000」というドメイン管理のアイコンが表示されます。

■ モジュールのアイコンをダブルクリックします。

「ハードウェア」アイコンが左側の区画で展開され、ドメイン管理モジュールの
アイコンが表示されます。モジュールのアイコンは右側の区画にも表示されま
す。

これで、左側の区画にドメイン管理モジュールが表示されるか、右側の区画にその内
容が表示されます。

3. テーブルを参照し、ドメインを監視します。

手順 2 に示す方法で、テーブルに表示されるプロパティーを参照します。

モジュール内の各テーブルについては、後述の「参考」内の各節を参照してくださ
い。
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参考: ドメイン管理のプロパティー 
この節では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーの各ドメイン管理オブジェクト
に対してテーブルに表示されるプロパティーについて説明します。プロパティーの値
が -- (ハイフン 2 つ) または -1 の場合、ドメイン管理モジュールではそのプロパ
ティーのデータを取得できません。

この節では、次のテーブルについて説明します。

■ 89 ページの「システム」
■ 90 ページの「論理システムボード」
■ 90 ページの「PCI カード」
■ 91 ページの「プロセッサ」
■ 92 ページの「メモリコントローラ」
■ 93 ページの「ディスクデバイス」
■ 94 ページの「テープデバイス」
■ 94 ページの「ネットワークインタフェース」

システム

表 4-1 に、ドメインのシステムプロパティーの簡単な説明を示します。

表 4-1 ドメイン管理: システムテーブル 

属性 アラーム規
則 (該当す
る場合)

説明

ノード名 ノード名。値は system です。

ホスト名 ドメインのホスト名。

ホスト ID ホストの識別番号。

オペレーティングシステム オペレーティングシステム。値の例: 
SunOS5.10 

OS のバージョン オペレーティングシステムのバージョ
ン。

アーキテクチャー マシンのアーキテクチャー。値の例: 
sparc 

最終更新日時 構成情報が最後に更新された日時。
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論理システムボード

表 4-2 に、ドメイン内のすべての論理システムボードのプロパティーの説明を示しま
す。

PCI カード

表 4-3 に、ドメイン内のすべての PCI カードのプロパティーの説明を示します。

総ディスク数 ディスクの合計数。

総プロセッサ数 CPU プロセッサ数。

総テープデバイス数 テープデバイス数。

表 4-2 ドメイン管理: 論理システムボードテーブル 

属性 アラーム規
則 (該当す
る場合)

説明

LSB ID FRU ID (スロット ID) を含む論理システ
ムボードの識別子。

浮動ボード LSB が浮動ボードかどうかを示します。
可能な値: Yes、No 

プロセッサリスト 論理システムボード上のプロセッサのコ
ンマ区切りの識別子一覧。

表 4-1 ドメイン管理: システムテーブル  (続き)

属性 アラーム規
則 (該当す
る場合)

説明
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プロセッサ

表 4-4 に、ドメイン内のすべてのプロセッサのプロパティーの説明を示します。

表 4-3 ドメイン管理: PCI カードテーブル 

属性 アラーム規
則 (該当す
る場合)

説明

カード ID FRU ID (スロット ID) を含む PCI カード
の識別子。

デバイスパス デバイスへのパス。値の例: 
/pci@0,600000/pci@0/scsi@1 

デバイスタイプ デバイスタイプ。値の例: scsi-2、
network 

デバイスクラス デバイスクラス。値の例: Mass 
Storage Controller(SCSI)、
Network Controller(Ethernet). 

クロック周波数 メガヘルツ (MHz) 単位のデバイスのク
ロック周波数。

名前 PCI カード名。値の例: scsi、network 

リビジョン ID カードのリビジョン識別子。

製造元 カードの製造元。

ベンダー ID ベンダーの識別子。値の例: 4096, 5348. 

モデル カードのモデル識別子。

バージョン カードのバージョン。

表 4-4 ドメイン管理: プロセッサテーブル 

属性 アラーム規則 
(該当する場
合)

説明

プロセッサ ID FRU ID (スロット ID) を含むプロセッサの識別
子。

主要な状態 oplCPUstatus プロセッサの現在の状態。可能な値: ONLINE、
OFFLINE、POWEROFF、UNKNOWN 

プロセッサ番号 プロセッサ番号。
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メモリコントローラ

表 4-5 に、ドメイン内のすべてのメモリコントローラのプロパティーの説明を示しま
す。

モジュールリビジョン プロセッサのモジュールリビジョン識別子。

製造元 プロセッサの製造元識別子。

SPARC バージョン SPARC バージョンの識別子。

クロック周波数 (MHz) メガヘルツ (MHz) 単位のプロセッサのクロック
周波数。

L1 I キャッシュサイズ L1 命令キャッシュサイズ (K バイト単位)。

L1 D キャッシュサイズ L1 データキャッシュサイズ (K バイト単位)。

L2 キャッシュサイズ L2 外部キャッシュサイズ (K バイト単位)。

表 4-5 ドメイン管理: メモリーコントローラテーブル 

属性 アラーム規則 
(該当する場合)

説明

メモリコントローラ ID (スロット ID) を含むメモリーコントローラ識
別子。

CS0 状態 oplStateCheck CS0 の POST 状態を示します。可能な値: 
UNKNOWN、OKAY、DISABLED、UNDEFINED、
MISCONFIGURED、FAIL-OBP、FAIL、
BLACKLISTED、REDLISTED 

CS0 使用可能なメモ
リー

CS0 の使用可能なメモリー (整数)。

CS0 DIMM 容量 CS0 の DIMM 容量 (整数)。

CS0 DIMM 数 CS0 の DIMM 数 (整数)。

CS1 状態 oplStateCheck CS1の POST 状態を示します。可能な値: 
UNKNOWN、OKAY、DISABLED、UNDEFINED、
MISCONFIGURED、FAIL-OBP、FAIL、
BLACKLISTED、REDLISTED 

表 4-4 ドメイン管理: プロセッサテーブル  (続き)

属性 アラーム規則 
(該当する場
合)

説明
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ディスクデバイス

表 4-6 に、ドメイン内のすべてのディスクデバイスのプロパティーの説明を示しま
す。

CS1 使用可能なメモ
リー

CS1 の使用可能なメモリー (整数)。

CS1 DIMM 容量 CS1 の DIMM 容量 (整数)。

CS1 DIMM 数 CS1 の DIMM 数 (整数)。

表 4-6 ドメイン管理: ディスクデバイステーブル 

属性 アラーム規則 
(該当する場合)

説明

ディスク ID ディスクデバイスの識別子。形式は disk(cxtydz)。
ここで x は PCI コントローラ番号 (0 または 1)、y は
ターゲット番号、z は論理ユニット番号です。値の例: 
c0t4d0。ディスクにポートが 2 つある場合は、2 つの
ディスクデバイス識別子がコンマで区切られます。

カード ID カードの識別子。

パス ディスクデバイスへの物理パス。値の例: 
/pci@1f,0/pci@1,1/scsi@2/sd@0,0、...1,0、ま
たは 6,0 

ブロックサイズ ディスクをパーティションに分割したときに確立され
たブロックサイズ。

ブロック数 ファイルシステムに割り当てられたブロック数。

使用可能なブ
ロック数

ファイルシステムで使用可能な未使用のブロック数。

ファイル数 ファイルシステムに存在するファイル数。

使用可能なファ
イル数

ファイルシステムで使用可能な未使用のファイル数。

状態 ディスクの状態。可能な値: OK、または発生した問題を
示す FAIL などのメッセージ。

表 4-5 ドメイン管理: メモリーコントローラテーブル  (続き)

属性 アラーム規則 
(該当する場合)

説明
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テープデバイス

表 4-7 に、ドメイン内のすべてのテープデバイスのプロパティーの説明を示します。

ネットワークインタフェース

表 4-8 に、ドメイン内のすべてのネットワークインタフェースのプロパティーの説明
を示します。

ハードウェアエ
ラー

oplDskErrCnt ハードウェア関連エラーの数。

ソフトウェアエ
ラー

oplDskErrCnt ソフトウェア関連エラーの数。

トランスポート
エラー数

oplDskErrCnt トランスポート関連エラーの数。

表 4-7 ドメイン管理: テープデバイステーブル 

属性 アラーム規則 
(該当する場
合)

説明

テープ ID テープデバイスの識別子。テープデバイスの標準の命名規
則に従います。値の例: tape (0) 

カード ID カードの識別子。

パス テープデバイスへの物理パス。値の例: 
/devices/pci@1f,0/pci@1,1/scsi@2/st@4,0 

デバイス名 テープデバイスの識別子。値の例: HP DDS-3 4MM DAT 

状態 テープデバイスの状態。可能な値: OK、または発生した問題
を示すメッセージ。

テープエラー
数

oplTpeErrCnt syslog ファイルに記録されたテープエラー数 (整数)。

表 4-6 ドメイン管理: ディスクデバイステーブル  (続き)

属性 アラーム規則 
(該当する場合)

説明
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表 4-8 ドメイン管理: ネットワークインタフェーステーブル 

属性 アラーム規
則 (該当す
る場合)

説明

ネットワーク ID ネットワークインタフェースの識別子。
値の例: network(hme0)、
network(scman1)、
network(scman1:1) 

記号名 ネットワークインタフェースに関連付け
られているホストコンピュータのホスト
名。

Ethernet アドレス ネットワークインタフェースの Ethernet 
アドレス。

IP アドレス ネットワークインタフェースの IP アドレ
ス。

状態 ネットワークインタフェースの状態。可
能な値: OK または空白  

ネットワークエラー ネットワークエラーメッセージ。ネット
ワークエラーメッセージは、システム
で、ネットワークインタフェースのプロ
パティーに関する情報を取得できない
か、エラーコードを取得した場合に表示
されます。
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第 5 章

ドメインの動的再構成

この章では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバードメインから、Sun 
Management Center コンソールとドメイン動的再構成モジュール「Domain DR 
SPARC Enterprise Mx000」を使用して、動的再構成 (DR) の操作を行う方法について
説明します。動的再構成の操作は、PCI カードと PCI カードスロットだけが対象で
す。

ドメイン DR 操作を行う前に
Sun Management Center の GUI を使用して DR 操作を行う前に、DR 操作について
理解している必要があります。Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーでの DR 操作
については、次のドキュメントを参照してください。

■ cfgadm(1M) のマニュアルページ。ドメイン DR モジュールで使用されるコマン
ドについて説明しています。

■ Sun SPARC Enterprise M4000/M5000/M8000/M9000 Servers Dynamic 
Reconfiguration (DR) User's Guide 

DR モジュールについて
Domain DR SPARC Enterprise Mx000 モジュールを使用すると、入出力カード/デバ
イステーブルに表示される接続点を通して、ドメインに対する動的再構成操作を行う
ことができます。操作は、Sun Management Center コンソールのみを使用して、
cfgadm(1M) コマンドを使用した場合と同じように行うことができます。
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このモジュールを初めて使用するときは、モジュールをインストールし、ロードする
必要があります。必要な場合は、モジュールをアンロードできます。Sun 
Management Center のモジュールのロードとアンロードについては、『Sun 
Management Center ユーザーガイド』を参照してください。

注 – ドメイン DR モジュールをアンインストールし、再インストールするには、現
在ロードされているモジュールを先にアンロードする必要があります。「詳細」ウィ
ンドウの「モジュールマネージャー」タブでのモジュールのロードとアンロードにつ
いては、『Sun Management Center ユーザーガイド』を参照してください。

モジュール「Domain DR SPARC Enterprise Mx000」のアイコンは、ドメインのホス
トの「詳細」ウィンドウで、「モジュールブラウザ」タブと「ハードウェア」アイコ
ンの下に表示されます。

ドメイン DR 操作について 
DR 操作のポップアップメニューは、ほかのドメイン操作と同じ方法で表示します。
表示するには、管理対象オブジェクトの適切なテーブルを右クリックします。オブ
ジェクトの現在の状況によって、メニューに表示されるオプションが異なります。た
とえば、PCI カードが PCI バスに接続されている場合は、メニューに「接続解除」オ
プションが表示されます。PCI カードスロットが PCI バスに接続されていない場合
は、メニューに「接続」オプションが表示されます。

ドメイン DR 操作の実行 
この項では、ドメイン DR 操作の例を示します。

■ 98 ページの「PCI カードスロットを PCI バスに接続する」 
■ 99 ページの「入出力/デバイスの DR コマンドの状態を表示する」 

▼ PCI カードスロットを PCI バスに接続する

1. PCI カードスロットの入出力カード/デバイステーブルを右クリックし、「接続」を
選択します。

「接続」ダイアログが表示されます。

2. 「了解」をクリックして PCI カードスロットを接続します。
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▼ 入出力/デバイスの DR コマンドの状態を表示する 

1. PCI カードスロットの入出力カード/デバイステーブルを右クリックし、「状態の表
示」を選択します。

「状態」ダイアログが表示されます。

2. 「了解」をクリックして「状態」ダイアログを閉じます。

参考: 入出力カード/デバイステーブルの
メニューオプション
表 5-1 に、入出力カード/デバイステーブルの DR メニューオプションを示します。

参考: ドメインの動的再構成のプロパ
ティー
「詳細」ウィンドウの右半分に表示されている動的再構成のデータテーブルを使用し
て、動的再構成が可能な PCI カードの最後の状態を確認できます。

接続点: 入出力カードとデバイス

接続点は、コンポーネントとそのスロットの総称です。表 5-2 に、PCI カードスロッ
トの情報を示します。

表 5-1 入出力カード/デバイステーブルのメニューの DR オプション 

メニュー項目 説明

接続 PCI カードスロットを接続します。

接続解除 PCI カードスロットの接続を解除します。

構成 PCI カードを構成します。

構成解除 PCI カードの構成を解除します。

状態の表示 最新の入出力カード/デバイスの DR コマンドの状態を
示します。
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表 5-2 入出力カード/デバイスの接続点のプロパティー

属性 説明

一意の接続点 ID cfgadm から得られた一意の論理接続点識別子です。
iou#x-pci#y の形式で、x は IOU の番号、y は PCI 
番号です。

スロットの状態 スロットが使用可能かどうか。可能な値: assigned、
unassigned 

電源状態 電源の状態。可能な値: powered-on または 
powered-off 

ソケット ソケットの状態。可能な値: connected、
disconnected、empty 

占有装置 占有装置の状態。占有装置は、ボードと接続デバイス
の組み合わせです。可能な値: configured、
unconfigured 

タイプ タイプ。値の例: pci-pci/hp 

条件 コンポーネントの状態。可能な値: ok、unknown、
failed, unusable 

情報 io タイプの一般情報。たとえば、
device/pci@23d,700000 referenced。各フィール
ドの説明については、Solaris のリファレンスマニュア
ルコレクションの cfgadm_sbd(1M) のマニュアルペー
ジを参照してください。

構成日時 コンポーネントがドメインに構成された日時。

使用中 y (yes) は、状態、可用性、または状況の変更処理が進
行中であることを示します。n (no) は、状態、可用
性、または状況の変更処理が進行中ではないことを示
します。

物理 ID 物理接続点 ID。
/devices/pci@y,600000:iou#x-pci#y の形式で、
x は IOU の番号、y は PCI 番号です。
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第 6 章

アラーム規則

アラームとは、異常なイベントの通知です。Sun Management Center ソフトウェア
では、重要度が異なる複数のアラームを使用してシステムを監視できます。

この章では、Sun SPARC Enterprise Mx000 サーバーに固有のアラーム規則の概要を
示します。この章には、次の節があります。

■ 102 ページの「アラーム規則について」
■ 102 ページの「参考: プラットフォーム管理モジュールのアラーム規則」

■ 102 ページの「エラー状態規則 (rErrorStatus)」
■ 103 ページの「LED 状態規則 (rLEDState)」
■ 104 ページの「テスト状態規則 (rTestState)」
■ 105 ページの「ドメイン状態規則 (rDomainStatus)」
■ 105 ページの「有効な状態規則 (rValidStatus)」
■ 106 ページの「外部入出力拡張ユニット LED 状態規則 (rIoBoxLEDState)」
■ 107 ページの「リンクカード LED 状態規則 (rLinkCardLEDState)」 
■ 107 ページの「取り外し可能 LED 規則 (rOKtoRemoveLED)」
■ 108 ページの「外部入出力拡張ユニットセンサー規則 (rIoBoxSensor)」

■ 109 ページの「参考: ドメイン管理モジュールのアラーム規則」

■ 109 ページの「CPU 状態規則 (oplCPUStatus)」
■ 110 ページの「状態チェック規則 (oplStateCheck)」
■ 111 ページの「ディスクエラー数規則 (oplDskErrCnt)」
■ 111 ページの「テープエラー数規則 (oplTpeErrCnt)」

アラームの詳細については、『Sun Management Center ユーザーガイド』を参照し
てください。



102 Sun Management Center 3.6.1 Version 2 アドオンソフトウェア追補マニュアル • 2007 年 5 月

アラーム規則について
このアドオンソフトウェアには、システムがさまざまなコンポーネントの状態に対応
するために使用する複数のアラーム規則が含まれます。各アラーム規則インスタンス
は、プラットフォーム管理モジュール内のテーブルの特定のプロパティーに適用しま
す。単一の規則を複数のプロパティーやテーブルに適用できます。

アラーム規則は、次の 2 つのソースから主に入力を受け取ります。

■ プラットフォーム管理モジュール内のオブジェクトプロパティー
■ 規則自体に保存されたデータ

Sun Management Center コンソールを使用して、規則の状態や状態の移行に対して
処理を割り当てることができます。詳細は、『Sun Management Center Software 
ユーザーガイド』を参照してください。

参考: プラットフォーム管理モジュール
のアラーム規則
この節では、プラットフォーム管理モジュールで監視されるプロパティーのアラーム
規則を示します。

各項の最初の表は、次の情報を示します。

■ 規則を適用するテーブル 
■ 各テーブルで、規則によって読み取られるプロパティー 

これらのアラーム規則は、第 3 章にあるプラットフォーム管理モジュールのプロパ
ティーの表にも示しています。

各項の 2 番目の表は、監視対象プロパティーの次の値を示します。

■ 関連付けられているアラームレベル 
■ 関連付けられているアラームの色
■ 推奨される処理 

エラー状態規則 (rErrorStatus) 
エラー状態規則が制御するアラームは、システムまたはシステムのコンポーネントの
状態の変化を警告します。
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LED 状態規則 (rLEDState)
LED 状態規則が制御するアラームは、システムの保守が必要になった可能性がある
ときに警告します。

表 6-1 エラー状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

システム システム状態、ファームウェア状態、ハードウェア状態

CMU ボード エラー状態

CPU モジュール エラー状態

メモリーボード エラー状態

メモリー DIMM エラー状態

IOU ボード エラー状態

PCI スロット エラー状態

システムボード CMU エラー状態、IOU エラー状態

XSB エラー状態 

システムコンポーネント エラー状態

環境監視 値の状態

ドメイン エラー状態

表 6-2 エラー状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

NORMAL アラームなし OK

WARNING 警告 黄

ALARM エラー 赤

CHANGE アラームなし OK

NOTICE 情報 青

UNKNOWN 情報 青
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テスト状態規則 (rTestState)
テスト状態規則が制御するアラームは、拡張システムボード (XSB) のテストの状態が 
PASSED または UNMOUNTED のどちらでもない場合に警告します。

表 6-3 LED 状態規則のテーブルとプロパティー  

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

システム 検査 LED

表 6-4 LED 状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

ON エラー 赤

OFF アラームなし OK

BLINKING 情報 青

UNKNOWN 情報 青

表 6-5 テスト状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

XSB テスト

表 6-6 テスト状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

PASSED アラームなし OK

FAILED エラー 赤

UNKNOWN 情報 青

UNMOUNTED アラームなし OK

TESTING 情報 青
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ドメイン状態規則 (rDomainStatus)
ドメイン状態規則が制御するアラームは、ドメインの状態が PANIC または UNKNOWN 
の場合に警告します。

有効な状態規則 (rValidStatus)
有効な状態規則が制御するアラームは、環境プローブの状態が VALID ではない場合
に警告します。

表 6-7 ドメイン状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

ドメイン 状態

表 6-8 ドメイン状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

POWER OFF アラームなし OK

PANIC エラー 赤

SHUTDOWN アラームなし OK

INITIALIZE アラームなし OK

BOOT アラームなし OK

RUNNING アラームなし OK

PROM アラームなし OK

CHANGE アラームなし OK

UNKNOWN 警告 黄

表 6-9 有効な状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

環境監視 状態
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外部入出力拡張ユニット LED 状態規則 
(rIoBoxLEDState)

外部入出力拡張ユニット LED 状態規則が制御するアラームは、外部入出力に関連し
て、注意を要する問題がある、または保守が必要である可能性があることを LED が
示しているときに警告します。

表 6-10 有効な状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

INVALID 警告 黄

VALID アラームなし OK

UNKNOWN 情報 青

表 6-11 外部入出力拡張ユニット LED 状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

入出力ボックスシャーシ 温度超過 LED、保守要求 LED

IO ボート 保守要求 LED

入出力ボックス電源装置
とファン

保守要求 LED

表 6-12 外部入出力拡張ユニット LED 状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

OFF アラームなし OK 

STANDBY BLINK アラームなし OK 

BLINK SLOW 警告 黄

BLINK FAST アラームなし OK 

FEEDBACK FLASH アラームなし OK

ON エラー 赤

UNKNOWN 警告 黄
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リンクカード LED 状態規則 
(rLinkCardLEDState)

リンクカード LED 状態規則が制御するアラームは、外部入出力に関連して、注意を
要する問題がある、または保守が必要である可能性があることを LED が示している
ときに警告します。

取り外し可能 LED 規則 (rOKtoRemoveLED)
取り外し可能 LED 規則が制御するアラームは、「取り外し可能 LED」プロパティー
が ON または UNKNOWN の場合に警告します。

表 6-13 リンクカード LED 状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

リンクカード データ LED、管理 LED

表 6-14 リンクカード LED 状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

OFF エラー 赤

STANDBY BLINK アラームなし OK 

BLINK SLOW 警告 黄

BLINK FAST アラームなし OK 

FEEDBACK FLASH アラームなし OK

ON アラームなし OK

UNKNOWN 警告 黄

表 6-15 取り外し可能 LED 規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

IO ボート 取り外し可能 LED
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外部入出力拡張ユニットセンサー規則 
(rIoBoxSensor)

外部入出力拡張ユニットセンサー規則が制御するアラームは、しきい値と等しい環境
値、最大しきい値を超える環境値、または最小しきい値に満たない環境値が検出され
たときに警告します。

表 6-16 取り外し可能 LED 規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

OFF アラームなし OK 

STANDBY BLINK アラームなし OK 

BLINK SLOW アラームなし OK 

BLINK FAST アラームなし OK 

FEEDBACK FLASH アラームなし OK

ON 情報 青

UNKNOWN 警告 黄

表 6-17 外部入出力拡張ユニットセンサー規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

入出力ボックスセンサー 値 

表 6-18 外部入出力拡張ユニットセンサー規則のプロパティー値 

センサー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

> 最小しきい値 アラームなし OK

< 最大しきい値 アラームなし OK

= 最小しきい値 警告 黄
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参考: ドメイン管理モジュールのアラー
ム規則
この節では、ドメイン管理モジュールで監視されるプロパティーのアラーム規則を示
します。

各項の最初の表は、次の情報を示します。

■ 規則を適用するテーブル 
■ 各テーブルで、規則によって読み取られるプロパティー 

これらのアラーム規則は、第 4 章にあるドメイン管理モジュールのプロパティーの表
にも示しています。

各項の 2 番目の表は、監視対象プロパティーの次の値を示します。

■ 関連付けられているアラームレベル
■ 関連付けられているアラームの色
■ 推奨される処理

CPU 状態規則 (oplCPUStatus) 
CPU 状態規則が制御するアラームは、CPU の状態の変化を警告します。プロセッサ
が OFFLINE の場合は注意アラームが発生します。

= 最大しきい値 警告 黄

< 最小しきい値 エラー 赤

> 最大しきい値 エラー 赤

表 6-19 CPU 状態規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

プロセッサ 主要な状態

表 6-18 外部入出力拡張ユニットセンサー規則のプロパティー値  (続き)

センサー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色
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状態チェック規則 (oplStateCheck) 
状態チェック規則が制御するアラームは、メモリーコントローラの CS 状態が変化し
たときに警告します。状態が OKAY ではない場合は注意アラームが発生します。

表 6-20 CPU 状態規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

ONLINE アラームなし OK

OFFLINE 注意 青

POWEROFF アラームなし OK

UNKNOWN アラームなし OK

表 6-21 状態チェック規則のテーブルとプロパティー 

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

メモリコントローラ CS0 状態、CS1 状態

表 6-22 状態チェック規則のプロパティー値 

プロパティー値 アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

UNKNOWN 注意 青

OKAY アラームなし OK

DISABLED 注意 青

UNDEFINED 注意 青

MISCONFIGURED 注意 青

FAIL-OBP 注意 青

FAIL 注意 青

BLACKLISTED 注意 青

REDLISTED 注意 青

-- 注意 青
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ディスクエラー数規則 (oplDskErrCnt) 
ディスクエラー数規則が制御するアラームは、エラー数のしきい値を超えたときに警
告します。

テープエラー数規則 (oplTpeErrCnt) 
テープエラー数規則が制御するアラームは、エラー数のしきい値を超えたときに警告
します。

表 6-23 ディスクエラー数規則のテーブルとプロパティー

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

ディスクデバイス ハードウェアエラー、ソフトウェアエラー、トランスポートエ
ラー

表 6-24 ディスクエラー数規則のプロパティー値 

エラー数しきい
値

アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

5 情報 青

10 警告 黄

15 エラー 赤

表 6-25 テープエラー数規則のテーブルとプロパティー

適用可能なテーブル 読み取られるプロパティー

テープデバイス テープエラー数

表 6-26 テープエラー数規則のプロパティー値 

エラー数しきい
値

アラームレベル 
(該当する場合)

意味/色

10 情報 青

20 警告 黄

30 エラー 赤
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